
大
変
な
災
害

か
ら
始
ま
っ
た

２
０
２
４
年
が

１
カ
月
経
過
し

た
。
能
登
半
島

地
震
は
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
６
を
記
録
。
日

本
海
側
で
起
き
た
最
大
級
の
地

震
と
な
っ
た
。
多
く
の
方
々
が

避
難
し
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で

過
ご
す
人
た
ち
が
映
像
で
流
さ

れ
た
の
は
つ
い
先
日
の
こ
と
だ

▼
能
登
半
島
は
降
雪
が
多
く
、

冷
え
込
み
も
厳
し
い
た
め
、
低

体
温
症
に
よ
る
体
調
の
悪
化
が

懸
念
さ
れ
る
。
高
齢
者
は
持
病

を
抱
え
て
い
る
人
が
多
く
、
寒

さ
対
策
は
重
要
で
あ
り
、
手
厚

い
医
療
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い

る
▼
「
ス
フ
ィ
ア
基
準
」
を
ご
存

じ
だ
ろ
う
か
。
災
害
後
の
避
難

所
で
命
を
落
と
す
事
態
を
防
ぐ

た
め
の
国
際
基
準
で
あ
る
。
ア

フ
リ
カ
・
ル
ワ
ン
ダ
の
難
民
キ

ャ
ン
プ
で
多
く
の
人
が
亡
く
な

っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
国
際
赤

十
字
な
ど
に
よ
っ
て
26
年
前
に

作
ら
れ
た
も
の
。
例
え
ば
居
住

空
間
は
１
人
あ
た
り
最
低
３
・

５
平
方
メ
ー
ト
ル
（
約
２
畳

分
）
確
保
、
ト
イ
レ
は
20
人
に

１
カ
所
の
割
合
で
、
男
女
用
の

割
合
は
１
対
３
な
ど
▼
「
ス
フ

ィ
ア
」
と
は
英
語
で
「
球
体
」

の
意
。
地
球
の
ど
こ
で
も
使
え

る
よ
う
に
と
い
う
国
際
基
準
を

表
し
て
い
る
。
日
本
で
も
早
急

な
導
入
が
必
要
で
あ
る
。(

美)

News　View

24年度改定に向け厚労省要請を実施

医療技術評価提案
優先度が高い技術は27項目

２

【重要】
CD-R・紙レセプト請求継続に届出が必要

３

経営・税務相談Q＆A　No.413
「減価償却」って何？
開業医のための“確定申告”の基本

４

能登半島地震能登半島地震
甚大な被害 被災会員も甚大な被害 被災会員も

２
０
２
４

２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定

年
度
診
療
報
酬
改
定

1
月
1
日
、
最
大
震
度
７
の

揺
れ
を
観
測
し
た
能
登
半
島
地

震
が
発
生
し
た
。
既
に
Ｊ
Ｄ
Ａ

Ｔ
、
Ｊ
Ｄ
Ａ
Ｔ
石
川
、
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
や
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
な
ど
の
医
療
支

援
チ
ー
ム
が
被
災
地
で
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
石
川
県
保
険
医

協
会
（
以
下
、
石
川
協
会
）
に

よ
れ
ば
、
震
度
５
以
上
の
地
震

が
あ
っ
た
地
域
の
保
険
医
協
会

の
歯
科
会
員
数
は
279
人
、
う
ち

42
人
は
震
度
６
以
上
の
地
震
の

あ
っ
た
地
域
の
会
員
で
あ
る
。

16
日
に
全
会
員
の
無
事
を
確
認

し
て
い
る
も
の
の
、
孤
立
集
落

に
会
員
医
療
機
関
が
あ
る
ケ
ー

ス
や
、
避
難
中
の
会
員
も
複
数

い
る
と
い
う
。
倒
壊
の
恐
れ
が

あ
る
医
療
機
関
の
う
ち
、
少
な

く
と
も
１
施
設
が
会
員
（
医

科
）
で
あ
る
。
歯
科
診
療
所
で

全
壊
２
施
設
、
半
壊
６
施
設
と

い
う
報
道
（
日
刊
歯
科
通
信
）

も
あ
る
。
富
山
県
や
新
潟
県
の

歯
科
医
療
機
関
で
も
、
診
療
室

の
壁
に
亀
裂
が
入
っ
た
り
、
水

道
管
が
破
裂
し
た
り
す
る
な
ど

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
被
害
が

広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
。

協
会
も
直
後
か
ら
情
報
収
集

当
協
会
で
は
発
災
直
後
か
ら

現
地
の
被
害
状
況
の
収
集
に
努

め
、
支
援
の
方
向
性
に
つ
い
て

検
討
。
第
18
回
理
事
会
（
11

日
）
で
、
能
登
半
島
地
震
に
つ

い
て
取
り
上
げ
、
対
応
策
を
協

議
し
た
。

保
団
連
（
全
国
保
険
医
団
体

連
合
会
）
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
通
じ
て
、
最
新
情
報

の
発
信
を
続
け
、
５
日
に
は
、

国
に
対
し
窓
口
負
担
・
保
険
料

の
免
除
等
を
求
め
る
要
望
書
を

提
出
。
11
日
に
は
、
第
１
回
と

な
る
災
害
対
策
本
部
を
開

催
。
参
加
し
た
石
川
協
会
の
事

務
局
は
、
今
回
の
地
震
の
特
徴

と
し
て
「
度
重
な
る
余
震
」

「
厳
し
い
道
路
状
況
」「
断

水
」
の
３
つ
を
挙
げ
、
復
興
に

向
け
た
継
続
的
な
支
援
を
求
め

た
。
さ
ら
に
、
被
災
し
た
歯
科

会
員
か
ら
届
い
た
メ
ー
ル
文
が

紹
介
さ
れ
、
避
難
所
の
ト
イ
レ

等
の
衛
生
面
が
深
刻
な
状
況
で

あ
る
こ
と
、
日
が
経
つ
ご
と
に

体
調
不
良
者
が
相
次
ぎ
、
救
急

搬
送
が
増
え
て
い
る
こ
と
な

ど
、
災
害
発
生
数
日
後
の
避
難

所
の
厳
し
い
様
子
が
克
明
に
伝

え
ら
れ
た
。

歯
科
医
療
機
関
の
被
災
状
況

の
詳
細
は
依
然
不
明
で
、た
と
え

建
物
な
ど
の
直
接
の
損
壊
は
免

れ
て
も
、断
水
の
影
響
な
ど
に
よ

り
、診
療
再
開
ま
で
に
は
相
当
の

時
間
が
か
か
る
模
様
で
あ
る
。

震度６強を観測した七尾市。JR七尾駅近くの公園では、高さ５mもの時計台が
崩壊、時計は発生直後の時刻を指したまま（写真提供：石川県保険医協会）

新点数説明会 新点数説明会 参加予約受付はじめました参加予約受付はじめました
 ご案内＝ ご案内＝５５面面▼参加予約フォーム▼参加予約フォーム

２０２４年度診療報酬改定
個別改定項目

７６

教えて！会長!! Vol.79
エンドクラウンについて

８

学校歯科治療調査
子どもの口腔崩壊、改善傾向も依然残る地域差
背景に何が？

2023年分確定申告のポイント
（税理士法人税制経営研究所）

９

保
団
連
は
現
在
、
復
興
に
向

け
た
救
援
募
金
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
集
ま
っ
た
募
金
は
主

に
被
災
会
員
の
お
見
舞
い
に
充

て
ら
れ
ま
す
。
温
か
い
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
（
詳
細
＝
本
面
右
）。

初

・
再
診
料
の
点
数
引
き
上
げ
へ

外
来
環
廃
止
・
か
強
診
の
見
直
し
な
ど
を
含
む
改
定
内
容

　

▼
歯
科
訪
問
診
療
料
は
細
分
化
へ

１
月
26
日
に
開
か
れ
た
中
医

協
（
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議

会
）
総
会
で
、
２
０
２
４
年
度

診
療
報
酬
改
定
の
個
別
改
定
項

目
が
提
案
さ
れ
た
（
詳
細
＝
６

・
７
面
）。

そ
れ
に
よ
る
と
、
協
会
も
長

年
要
請
し
て
い
た
初
・
再
診
料

の
点
数
が
見
直
さ
れ
、
引
き
上

げ
ら
れ
る
。

一
方
、
外
来
環
（
歯
科
外
来

診
療
環
境
体
制
加
算
）
が
廃
止

さ
れ
、
医
療
安
全
対
策
に
関
す

る
取
り
組
み
を
評
価
す
る
「
歯

科
外
来
診
療
医
療
安
全
対
策
加

算
」
が
新
設
さ
れ
る
。
さ
ら

に
、
新
興
感
染
症
な
ど
の
患
者

に
対
応
可
能
な
院
内
感
染
防
止

対
策
を
評
価
す
る
「
歯
科
外
来

診
療
感
染
対
策
加
算
」
が
新
設

さ
れ
る
。

ま
た
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医

機
能
強
化
型
歯
科
診
療
所
の
名

称
と
実
績
要
件
な
ど
も
見
直
さ

れ
る
。

そ
の
ほ
か
、
歯
科
訪
問
診
療

料
が
細
分
化
さ
れ
、
口
腔
機
能

に
関
す
る
指
導
を
行
っ
た
場
合

の
歯
科
衛
生
実
地
指
導
料
へ
の

加
算
新
設
な
ど
、
改
定
内
容
は

多
岐
に
わ
た
る
。

　

▼
中
医
協
公
聴
会
で
は
歯
科
医
師
が
意
見
発
表

１
月
19
日
に
、
中
医
協
は
広

島
県
内
で
24
年
度
改
定
に
関
す

る
公
聴
会
を
開
催
し
た
。
歯
科

医
師
の
森
本
進
氏
（
広
島
市
内

開
業
）
が
、「
生
涯
を
幸
福
に

過
ご
す
た
め
に
歯
科
医
療
の
果

た
す
役
割
は
大
き
い
」
と
発

言
。
歯
周
病
な
ど
の
重
症
化
予

防
、
口
腔
機
能
の
維
持
向
上
、

生
活
の
質
を
高
め
る
歯
科
医
療

を
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
が
地

域
に
お
い
て
切
れ
目
な
く
提
供

す
る
こ
と
が
重
要
と
強
調
し
た

（
詳
細
＝
２
面
）。

協
会
は
12
月
下
旬
に

厚
労
省
要
請

・
懇
談
実
施

な
お
、
協
会
は
２
０
２
３
年

12
月
27
日
に
厚
生
労
働
省
保
険

局
医
療
課
に
対
し
、
２
０
２
４

年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
て

中
医
協
で
議
論
さ
れ
て
い
る
内

容
を
中
心
に
要
請
・
懇
談
を
行

っ
て
い
る
（
詳
細
＝
２
面
）。

（左から）小嶺祐子氏、田代宗嗣氏、山路正登氏、坪田有史会長

　全国保険医団体連合会では、令和６年能登
半島地震救援募金に取り組んでいます。集ま
った募金は主に被災会員のお見舞いに充て
られます。
「全国保険医新聞」２月５日号に、郵便振替

用紙（手数料負担なし／※以下イメージ）を折
り込みますので、そちらをご利用ください。

令和６年能登半島地震

被災会員のために
救援募金にご協力を

救援募金について
（保団連HP）

（ 1） 第６４７号 ２０２４年（令和６年）２月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （昭和55年８月５日第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918
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購 読 料　年 6,000円
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協
会
は
２
０
２
３
年
12
月
27

日
、
厚
生
労
働
省
保
険
局
医
療

課
に
対
し
、
24
年
度
診
療
報
酬

改
定
に
向
け
て
中
医
協
で
議
論

さ
れ
て
い
る
内
容
を
中
心
に
要

請
を
行
っ
た
。

協
会
か
ら
は
、
坪
田
有
史
会

長
、
加
藤
開
・
本
橋
昌
宏
両
副

会
長
、
松
島
良
次
・
濱
﨑
啓
吾

両
理
事
が
参
加
し
、
厚
労
省
側

は
、
小
嶺
祐
子
歯
科
医
療
管
理

官
、
山
路
正
登
主
査
、
田
代
宗

嗣
歯
科
医
療
専
門
官
が
対
応
し

た
。主

な
要
請
項
目
は
以
下
の
通

り
。 24

年
度
改
定
に
向
け
厚
労
省
要
請
を
実
施

CAD／CAMインレー修復に対する

光学印象法やエンドクラウンなど

１
月
17
日
に
開
か
れ
た
中
医

協(

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議

会)

で
日
本
歯
科
医
学
会
の
専

門
・
認
定
分
科
会
（
以
下
、
学

会
）
か
ら
の
医
療
技
術
評
価
提

案
書
（
以
下
、
提
案
書
）
な
ど

に
基
づ
き
、
２
０
２
４
年
度
診

療
報
酬
改
定
で
評
価
す
る
優
先

度
の
高
い
技
術
が
決
ま
っ

た
。
優
先
度
が
高
い
技
術
と
さ

れ
た
の
は
27
項
目
で
あ
る
（
表

参
照
）。

「
エ
ン
ド
ク
ラ
ウ
ン
」
に
つ

い
て
（
表
中
24
）、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
技
術
を
活
用
で
き
、
健

全
歯
質
の
切
削
量
を
必
要
最
低

限
に
抑
え
る
な
ど
、
利
点
が
多

く
有
益
な
技
術
と
さ
れ
て
い

る
。「
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン

レ
ー
修
復
に
対
す
る
光
学
印
象

法
」
に
つ
い
て
（
表
中
12
）、

現
行
の
間
接
法
と
比
較
し
て

も
、
製
作
寸
法
精
度
に
有
意
差

が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。「
エ

ナ
メ
ル
質
初
期
う
蝕
加
算
」
に

つ
い
て
（
表
中
21
）、
現
行
で

は
か
か
り
つ
け
歯
科
医
機
能
強

化
型
歯
科
診
療
所
（
か
強
診
）

の
み
算
定
で
き
る
項
目
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
児
か
か

り
つ
け
歯
科
医
で
も
継
続
的
に

口
腔
疾
患
の
予
防
と
回
復
、
口

中
医
協
議
論
の
整
理
に
対

し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
提
出

厚
生
労
働
省
が
公
募
し
た

「
令
和
６
年
度
診
療
報
酬
改
定

に
係
る
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
整

理
」
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
当
協
会

か
ら
は
補
管
、
重
症
化
予
防
、

実
地
指
導
や
歯
冠
補
綴
物
の
技

術
料
、
感
染
対
策
な
ど
を
中
心

に
50
本
以
上
の
意
見
を
提
出
し

た
。

広
島
市
の
歯
科
医
師
が

意
見
発
表

１
月
19
日
、
中
医
協
が
広
島

県
で
公
聴
会
を
開
催
し
た
。
歯

科
の
分
野
か
ら
は
、
広
島
市
開

業
の
歯
科
医
師
・
森
本
進
氏
が

意
見
発
表
し
た
。

１
つ
目
は
、
か
強
診
の
施
設

基
準
の
届
出
状
況
が
２
割
に
も

達
し
て
い
な
い
こ
と
を
紹

介
。
そ
の
弊
害
は
、
歯
科
医

師
、
ま
た
は
歯
科
衛
生
士
の
複

数
配
置
な
ど
の
人
員
要
件
と
歯

科
訪
問
診
療
料
の
複
数
回
の
算

定
実
績
を
課
し
て
い
る
こ
と
に

あ
る
と
し
た
。

２
つ
目
に
、
院
内
感
染
防
止

対
策
に
つ
い
て
、
従
来
か
ら
行

っ
て
い
る
標
準
予
防
策
が
コ
ロ

ナ
禍
で
あ
っ
て
も
大
き
く
貢
献

し
、
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染
な
ど
が

発
生
し
て
い
な
い
実
績
を
紹
介

し
、
よ
り
安
心
で
安
全
な
歯
科

医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
施
設

基
準
の
要
件
も
含
め
、
見
直
す

必
要
が
あ
る
と
し
た
。

３
つ
目
に
は
、
歯
科
衛
生
士

に
よ
る
実
地
指
導
に
つ
い

て
、
プ
ラ
ー
ク
の
付
着
状
況
や

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
に
留
ま
ら

ず
、
指
導
内
容
が
多
岐
に
渡
る

た
め
、
業
務
効
率
化
の
観
点
か

ら
も
時
間
要
件
や
文
書
提
供
の

要
件
な
ど
の
撤
廃
を
求
め
た
。

最
後
に
、
麻
酔
料
や
麻
酔
薬

剤
料
が
包
括
さ
れ
て
い
る
処
置

項
目
も
多
い
こ
と
か
ら
、
基
本

的
な
技
術
料
の
見
直
し
を
求
め

た
。

＜協会が提出した主なパブリックコメント＞

①クラウン・ブリッジ維持管理料の見直しについて、中医協で示されたデータは、行政側にとって
　都合の良いデータを選び、当該管理料を見直すために使用している。国民、ならびに歯科医師が
　納得できるエビデンスを示した上でなければ到底承服できない。
②重症化予防の観点から、SPT 同様に糖尿病患者に行う P 重防でも毎月算定ができるように改善が
　必要である。 
③医療従事者の賃上げを目的とする観点から、初・再診料や歯冠修復及び欠損補綴の製作にかかる
　項目について、評価の見直しは歓迎できる。一方で、当協会が行った歯科技工所アンケートから
　明らかになった歯科技工士のなり手不足の改善のためにも補綴物の技術料自体を大幅に引き上げ
　ることが必要である。また、長年据え置かれている実地指導の点数について、引き上げが必要で
　ある。
④歯科医院では、新型コロナウィルス感染症の蔓延禍であっても、クラスター発生の報告はなかっ
　た。日常から感染対策に細心の注意を払い、国民に安心・安全の歯科医療を提供している証左で
　ある。今後も安心・安全の歯科医療を安定的に提供していくためには、マスクやグローブなどの
　医療資材のコストに対して初・再診料で評価することが必要である。　 など

（表）診療報酬改定において
　　対応する優先度が高い技術

技術名

1 広範囲顎骨支持型装置埋入手術・適応イ

2 広範囲顎骨支持型装置埋入手術・適応ニ

3 広範囲顎骨支持型補綴

4 広範囲顎骨支持型装置における歯科疾患管
理料等

5 歯科口腔リハビリテーション料１項目２
（算定制限の見直し）

6 顎変形症患者を対象とした咀嚼能力検査

7 厚生労働大臣が定める疾患に起因した咬合
異常に係る適応症の拡大

8 通信情報機器を用いた歯科オンライン連携
診療

9 口腔細菌定量検査

10
歯周病安定期治療(２月１回算定）に対する
糖尿病患者の治療間隔短縮症例（毎月算
定）への位置づけ明確化

11 歯科部分パノラマ断層撮影

12 CAD/CAMインレー修復に対する光学印
象法

13 重度要介護高齢者等に対する充填処置加算

14 結合組織移植術

15 NiTiロータリーファイルによる根管形成加
算の施設基準の見直し

16 超重症児等在宅歯科医療管理加算

⑴
か
か
り
つ
け
歯
科
医
機
能
に
係

る
評
価
に
関
し
て

・
か
強
診
の
施
設
基
準
に
小
児

期
の
要
件
を
課
す
場
合
は
、

選
択
要
件
と
す
る
こ
と
。

⑵
院
内
感
染
防
止
対
策
に
関
し

て
・
歯
初
診
と
外
来
環
の
施
設
基

準
に
新
た
に
医
療
機
材
の
設

置
等
を
必
須
要
件
と
す
る
場

合
は
、
基
本
診
療
料
等
で
評

価
を
行
う
こ
と
。

⑶
歯
科
疾
患
の
重
症
化
予
防
に

関
し
て

・
感
染
性
心
内
膜
炎
や
１
型
糖

尿
病
の
小
児
患
者
等
を
Ｐ
重

防
で
管
理
す
る
場
合
は
、
算

定
間
隔
の
要
件
を
緩
和
す
る

こ
と
。

⑷
医
科
歯
科
連
携
に
関
し
て

・
医
科
か
ら
診
療
情
報
の
照
会

が
あ
っ
た
際
に
返
書
し
た
場

合
の
評
価
を
行
う
こ
と
。

⑸
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

口
腔
機
能
の
管
理
に
関
し
て

【
高
齢
者
の
口
腔
機
能
管
理

（
口
腔
機
能
低
下
症
）】

・
咀
嚼
能
力
検
査
と
咬
合
圧
検

査
の
併
算
定
を
可
能
に
す
る

こ
と
。

・
舌
圧
検
査
と
同
様
の
算
定
間

隔
と
な
る
よ
う
に
要
件
を
緩

和
す
る
こ
と
。

・
口
腔
機
能
低
下
症
を
診
断
す

る
際
の
各
種
検
査
に
評
価
を

行
う
こ
と
。

・
特
定
の
検
査
機
器
の
い
ず
れ

か
を
用
い
な
い
と
口
腔
機
能

管
理
料
を
算
定
で
き
な
い
と

す
る
要
件
を
撤
廃
す
る
こ

と
。

【
小
児
の
口
腔
機
能
管
理
（
口

医療技術評価提案　優先度が高い技術は27項目

17 障害児における幼保・学校への情報提供料

18 咬傷防止装置（口腔内装置３）の調整料・修
理料の算定

19 小児の舌圧検査

20 小児保隙装置

21 エナメル質初期う蝕管理加算（小児かかり
つけ歯科医機能強化型歯科診療所）

22 接着カンチレバー装置

23 顎堤吸収が高度に進行した下顎総義歯の仮
床製作のためのフレンジテクニック

24 大臼歯CAD/CAM冠（エンドクラウン） 

25 ブリッジの支台装置としての第二小臼歯レ
ジン前装冠

26 口腔機能低下症における口腔衛生状態不良
の検査

27 総合医療管理加算（歯科疾患管理料）対象
疾患の追加（筋萎縮性側索硬化症）

腔
機
能
発
達
不
全
症
）】

・
小
児
口
腔
機
能
管
理
料
の
要

件
を
緩
和
す
る
こ
と
。

・
口
腔
機
能
発
達
不
全
症
を
診

断
す
る
際
の
舌
圧
、
咀
嚼
能

力
お
よ
び
咬
合
圧
測
定
を
行

っ
た
場
合
の
評
価
を
行
う
こ

と
。

⑹
在
宅
歯
科
医
療
に
関
し
て

・
歯
科
訪
問
診
療
料
１
の
時
間

要
件
を
撤
廃
す
る
こ
と
。

・
非
経
口
処
の
対
象
と
な
る
患

者
の
要
件
を
緩
和
す
る
こ

と
。�

な
ど

腔
機
能
の
育
成
に
努
め
て
い
る

診
療
所
を
対
象
に
し
た
新
た
な

施
設
基
準
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
の
短
縮
要

件
に
糖
尿
病
患
者
を
追
加
す
る

提
案
（
表
中
10
）、
Ｎ
ｉ
―
Ｔ

ｉ
ロ
ー
タ
リ
ー
フ
ァ
イ
ル
加
算

を
算
定
す
る
た
め
の
施
設
基
準

要
件
の
緩
和
の
提
案
（
表
中

15
）、
舌
圧
検
査
の
デ
ー
タ
が

口
腔
機
能
発
達
不
全
症
の
診
断

に
強
い
相
関
関
係
を
示
す
と
い

う
エ
ビ
デ
ン
ス
が
公
表
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
小
児
患
者
に

対
し
て
行
う
舌
圧
検
査
を
評
価

す
る
提
案
（
表
中
19
）
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
金

属
使
用
量
の
軽
減
と
金
パ
ラ
価

格
高
騰
へ
の
対
応
、
患
者
満
足

度
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
繋
が
る
と

い
う
観
点
か
ら
レ
ジ
ン
前
装
冠

の
ブ
リ
ッ
ジ
の
支
台
装
置
と
し

て
の
第
二
小
臼
歯
へ
の
適
用
拡

大
（
表
中
25
）、
口
腔
機
能
低

下
症
の
診
断
に
際
し
て
口
腔
内

細
菌
カ
ウ
ン
タ
等
な
ど
で
口
腔

衛
生
状
態
不
良
の
検
査
を
行
っ

た
場
合
の
算
定
も
提
案
（
表
中

26
）
さ
れ
た
。

保
険
収
載
の
可
否
お
よ
び
点

数
や
具
体
的
な
算
定
要
件

は
、
学
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
提

案
書
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
今

後
の
大
臣
告
示
や
通
知
に
よ
り

明
ら
か
に
な
る
。

そ
の
ほ
か
、
提
案
書
以
外
に

も
「
口
腔
悪
性
腫
瘍
光
線
力
学

療
法
」
や
「
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
に
よ
る

大
臼
歯
歯
冠
修
復
物
」「
在
宅

が
ん
歯
科
医
療
総
合
診
療
」

「
複
数
名
訪
問
歯
科
衛
生
指
導

加
算
」、
お
よ
び
「
複
数
名
歯

科
訪
問
診
療
補
助
加
算
」
な
ど

の
評
価
が
ど
う
な
る
か
、
注
目

さ
れ
る
。

<

お
知
ら
せ>

協
会
は
３
月
26
日
㈫
、
４
月

25
日
㈭
、
５
月
20
日
㈪
に
新
点

数
説
明
会
を
開
催
し
、
診
療
報

酬
改
定
の
詳
細
を
解
説
し
ま

す
。
新
た
に
多
く
の
技
術
が
保

険
収
載
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い（
詳
細
＝
５
面
）。

診療報酬改定診療報酬改定 中医協 
広島で公聴会を開催
協会からパブコメ50本超提出
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Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
の
検
索
や
Ｇ

ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
マ
ッ
プ
で
医
院
名

を
検
索
し
た
時
、
自
動
的
に
表

示
さ
れ
る
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
機
能

を
見
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
作
成
す
る
と

事
業
者
の
基
本
情
報
（
営
業
時

間
、
住
所
、
電
話
番
号
な
ど
）

「「GoogleGoogleビジネスプロフィール」のビジネスプロフィール」の大大きなリスク①きなリスク①
管理機能管理機能がが第三者第三者のの手中手中にに!!!!

相談室

ITIT

永田 康祐
クレセル株式会社

ながた ・ こうすけ

歯科専門にサイト製

作、運用、コンサル

ティングを行い歯科

関連サイトの運用は

常時120件を数える。

が
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
マ
ッ
プ
や
検

索
結
果
に
表
示
さ
れ
、
ユ
ー
ザ

ー
が
事
業
者
の
詳
細
情
報
を
簡

単
に
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
近
年
、
よ
く
誹
謗
中
傷

を
書
か
れ
た
り
、
マ
イ
ナ
ス
評

価
を
つ
け
ら
れ
た
り
す
る
な

ど
、
歯
科
医
院
の
運
営
側
に
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
や
不
快
感
を
突

き
付
け
て
く
る〝
あ
れ
〞で
す
。

基
本
情
報
以
外
に
も
、
写
真

や
動
画
の
公
開
や
サ
ー
ビ
ス
情

報
の
掲
載
、
予
約
ボ
タ
ン
の
設

置
な
ど
、
複
数
の
機
能
を
持
っ

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ

ｅ
マ
ッ
プ
へ
の
口
コ
ミ
」
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、

「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
」
は
、
事
業
者
が
自

分
の
事
業
や
店
舗
を
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ

ｅ
上
で
効
果
的
に
紹
介
し
、
検
索

結
果
に
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
無
料
の
ツ
ー
ル
で
す
。
今

回
か
ら
３
回
に
わ
た
り
、
こ
の
ツ

ー
ル
の
特
徴
と
注
意
点
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。

「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
」
は
、
こ
の
口
コ

ミ
へ
の
返
信
を
書
い
た
り
、
削

除
依
頼
を
出
し
た
り
す
る
管
理

機
能
も
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」
の
管

理
登
録
は
、
誰
に
で
も
で
き
て

し
ま
う
の
で
す
。

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
が
自
動
的
に

行
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
と
は
い

え
、
医
院
の
大
切
な
情
報
や
口

コ
ミ
の
返
信
を
見
ず
知
ら
ず
の

業
者
や
第
三
者
が
勝
手
に
行
っ

て
い
た
と
し
た
ら
、
一
体
ど
う

な
る
で
し
ょ
う
か
。
悪
意
を
持

っ
て
情
報
を
改
ざ
ん
さ
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

次
回
は
、「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」
に

は
、
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
が
潜

ん
で
い
る
の
か
、
ど
う
対
策
す

れ
ば
良
い
の
か
を
考
え
ま
す
。

レ
セ
プ
ト
の
請
求
方
法

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
動
き

厚
生
労
働
省
が
２
０
２
３
年

９
月
６
日
〜
10
月
５
日
に
か
け

て
公
募
し
て
い
た
レ
セ
プ
ト
の

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
実
質
的
な

義
務
化
に
関
す
る
「
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
」
の
結
果
が
２
０

２
３
年
11
月
末
に
公
表
さ
れ

た
。こ

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
関
し
て
は
、
会
員
の
先
生
方

に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。公

表
さ
れ
た
意
見
の
中
で

は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
義

務
化
に
反
対
す
る
。
強
制
的
な

普
及
の
た
め
に
医
療
機
関
に

負
担
強
い
る
べ
き
で
は
な
い

政
府
は
、
現
行
の
健
康
保
険

証
の
新
規
発
行
を
2
０
２
４
年

12
月
２
日
に
終
了
し
、
廃
止
と

す
る
決
定
を
行
っ
た
。
し
か

し
、
2
０
２
３
年
12
月
の
マ
イ

ナ
保
険
証
の
利
用
率
は
わ
ず
か

４
・
29
％
に
留
ま
っ
て
お
り
、

８
カ
月
連
続
で
低
下
し
続
け
て

い
る
。
利
用
率
低
迷
の
要
因

は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い

る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
へ
の
不
安
が
大
き
く
、
健

康
保
険
証
が
廃
止
で
き
る
状
況

で
は
な
い
。

そ
の
よ
う
な
中
、
厚
労
省
は

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
に
応

じ
た
医
療
機
関
に
対
す
る
補
助

金
の
投
入
に
加
え
、
医
療
機
関

に
「
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち

で
す
か
？
」
と
の
声
か
け
を
行

う
よ
う
求
め
、
そ
の
取
り
組
み

状
況
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
す
る

と
の
方
針
を
示
し
た
。
マ
イ
ナ

利
用
率
は
４
・
29
％　

８
カ
月
連
続
減

現
行
「
健
康
保
険
証
」の
存
続
は
必
要

保
険
証
が
真
に
有
益
で
あ
る
な

ら
利
用
率
は
自
然
に
増
加
す
る

は
ず
で
あ
り
、
そ
の
普
及
の
た

め
に
医
療
機
関
に
負
担
を
強
い

る
こ
と
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
。

「
健
康
保
険
証
」
の

存
続
を
訴
え
よ
う

健
康
保
険
証
の
廃
止
後
、
２

０
２
４
年
12
月
１
日
ま
で
に
発

行
さ
れ
た
健
康
保
険
証
は
、
最

長
１
年
間
使
用
で
き
る
（
図

１
）。
そ
の
後
は
、
①
マ
イ
ナ

保
険
証
が
な
い
患
者
は
保
険
者

か
ら
送
付
さ
れ
る
「
資
格
確
認

書
」
を
窓
口
に
提
示
、
②
マ
イ

ナ
保
険
証
が
あ
る
患
者
は
、
マ

イ
ナ
保
険
証
に
よ
る
カ
ー
ド
リ

ー
ダ
ー
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
、
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ

て
い
な
い
医
療
機
関
向
け
の

「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を

窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り

資
格
確
認
を
行
う
。
患
者
や
医

マイナマイナ
保険証保険証

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
回

答
の
あ
っ
た
146
件
の
う
ち
、50
％

以
上
と
な
る
74
件
の
医
療
機
関

に
お
い
て
、
マ
イ
ナ
保
険
証
や

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ

ム
に
お
い
て
、
何
ら
か
の
ト
ラ

ブ
ル
が
生
じ
た
と
回
答
。
具
体

的
に
は
、「
名
前
や
住
所
が
●
で

表
記
さ
れ
る
」（
39
件
）
と「
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
で
エ
ラ
ー
が
で
る
」

（
33
件
）が
上
位
を
占
め
、
医
療

機
関
、
患
者
の
両
者
に
と
っ
て

煩
雑
な
運
用
に
な
る
こ
と
は
明

療
機
関
の
状
況
に
よ
り
、
窓
口

で
確
認
す
る
も
の
が
３
パ
タ
ー

ン
と
な
り
、
よ
り
複
雑
な
取
り

扱
い
に
な
る
。

今
ま
で
健
康
保
険
証
で
の
資

格
確
認
は
適
切
に
運
用
さ
れ
て

き
て
お
り
、
廃
止
す
べ
き
理
由

が
な
い
。
協
会
は
引
き
続
き
、

現
行
の
健
康
保
険
証
の
存
続
を

強
く
求
め
て
い
く
。

オ
ン
資
ト
ラ
ブ
ル

オ
ン
資
ト
ラ
ブ
ル

　
い
ま
だ
半
数
以
上
の
医
療
機
関
で

　
い
ま
だ
半
数
以
上
の
医
療
機
関
で

調
査
か
ら
健
康
保
険
証
の
重
要
性
明
ら
か
に

＜重要＞＜重要＞
ＣＤーＲ・

紙レセプト請求継続に
届出が必要

方
法
で
は
な
く
、
柔
軟
な
対
応

を
お
願
い
し
た
い
。
省
令
で
義

務
を
課
す
の
は
違
法
で
は
な
い

か
」
や
「
シ
ス
テ
ム
整
備
等
の

た
め
の
設
備
投
資
を
強
い
る
こ

と
で
、
対
応
で
き
な
い
医
療
機

関
の
閉
院
等
を
招
く
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

に
移
行
す
る
こ
と
で
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
が
生
じ
る
」
な
ど

の
反
対
意
見
が
あ
っ
た
。
そ
の

一
方
で
、「
時
代
の
流
れ
か
ら

し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務

化
は
当
然
で
あ
る
。
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
の
導
入
に
よ
り
、
患
者

は
請
求
情
報
に
ア
ク
セ
ス

し
、
医
療
機
関
は
エ
ラ
ー
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
全
て
の

医
療
機
関
に
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

を
義
務
化
す
べ
き
」
な
ど
肯
定

す
る
意
見
も
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
12
月

末
に
厚
労
省
か
ら
実
施
上
の
留

意
事
項
が
通
知
さ
れ
た
。
概
要

は
下
表
の
通
り
で
あ
る
。

（図１）健康保険証を廃止することについて

85％
保険証は残すべき

３％
賛成

12％
延期すべき

（表） 届出の取り扱い方法
2024年４月１日以降、新規で光ディスク等（CD-RやMO）および紙媒体での請

求は選択できなくなる。現時点で光ディスク等や書面でレセプト請求をしている
医療機関における今後の取り扱いは以下の通りとなる。

（１） 光ディスク等（CD-RやMO）でレセプト請求している場合
①2023年４月以降、オンライン資格確認システムの導入の原則義務化に伴い、レセ
プトのオンライン請求も可能な回線が整備された状況にあると解釈され、2024年
９月末までにオンライン請求に原則として移行しなければならない。

②2024年４月～９月までは、特段の届出を行うことなく従来の方法でレセプトの請
求ができる。

③2024年10月以降も従来の方法でレセプトの請求をする場合は、審査支払機関（社
保・国保）に対して、届出とオンライン請求への移行計画書を提出しなければなら
ない。

　※2024年８月31日までに医療機関向け総合ポータルサイト（４月頃開設予定）か
ら提出することが必要。

④移行計画書は、最大で１年以内の計画を記載する必要があり、記載した期間に限
り、従来の方法でレセプト請求ができる。

⑤届出自体は、１年間の更新制であり、従来の方法を継続していくためには、改めて
届出と移行計画書の提出が必要である。

（２） 書面でレセプト請求している場合（①または②であることが必要）
①レセプトコンピュタを使用していない医療機関であること。
②レセプトコンピュタを使用していて、診療に従事するすべての常勤の保険医が
1946年４月１日以前の生年月日（概ね77歳以上）であること。

③2024年4月以降も従来の方法でレセプト請求をする場合は、審査支払機関（社保・
国保）に対して、届出書を提出しなければならない。なお、紙レセプトで請求を行
っている医療機関を対象に、届出書と記載例などが支払基金より、2月上旬に郵送
されるとのこと。

※2024年２月29日までに審査支払機関（社保・国保）に届出書の提出が必要。

①社会保険診療報酬支払基金
　〒105-0004 東京都港区新橋2-1-3
　社会保険診療報酬支払基金　事業統括部事業サポート課
　※封筒の表面には、赤字で「猶予届出書在中（紙レセ）」と記載。

②東京都国民健康保険団体連合会
２月上旬に同連合会ホームページに掲載予定。

郵
送
先

①「健康保険証」で資格確認

②「マイナ保険証」をカードリ
ーダーで読み取り資格確認

0 10 20 30 40 50 60 70 80

スタッフを増やして
対応せざるを得ないと思う

診察の待ち時間が
長くなると思う

今も混乱しており、廃止後は
受付業務に忙殺されると思う

一定落ち着いて
いると思う

（図２）健康保険証が廃止された場合の受付業務について（複数回答可）

20 件 （13.7％）

75件（51.4％）

78 件 （53.4％）

21 件 （14.4％）

（件）

ら
か
で
あ
る
。

健
康
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
た

場
合
に
受
付
業
務
で
想
定
さ
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
複
数
回
答
を

求
め
た
と
こ
ろ
、「
今
も
混
乱
し

て
お
り
、
廃
止
後
は
受
付
業
務

に
忙
殺
さ
れ
る
と
思
う
」（
53
・

４
％
）
と
「
診
察
の
待
ち
時
間

が
長
く
な
る
と
思
う
」（
51
・
４

％
）
が
上
位
を
占
め
、
医
療
機

関
だ
け
で
は
な
く
、
患
者
に
と

っ
て
も
弊
害
が
想
定
さ
れ
る
結

果
に
な
っ
た
。

健
康
保
険
証
の
廃
止
に
つ
い

て
、「
健
康
保
険
証
は
残
す
べ

き
」
と
「
健
康
保
険
証
の
廃
止

時
期
を
延
期
す
べ
き
」
の
２
つ

２０２３年12月上旬に「オンライン資
格確認のトラブル実態調査（第３弾）」と
題して、会員に向けて、緊急調査を行い
ました。ご協力をいただいた先生方には、
この場をかりて感謝申し上げます。

を
合
わ
せ
た
回
答
は
97
％
に
も

及
ん
だ
。

な
お
、
保
団
連
（
全
国
保
険

医
団
体
連
合
会
）
で
は
、
全
国

的
に
行
っ
た
同
調
査
を
用
い
て

記
者
会
見
を
行
う
な
ど
、
今
後

も
健
康
保
険
証
の
存
続
に
向
け

て
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

※１　有効期間が2025年12月1日以前の場合　→　健康保険証の有効期間終了日まで使用可能
※２　有効期間が2025年12月2日以降または、有効期間が無い場合　→　2025年12月1日まで使用可能
※３　転居等で健康保険証の保険者が異動した場合　→　異動前まで使用可能
※４　「資格確認書」とは資格情報が記載されたものであり、2025年1月以降の発行予定
※５　「資格情報のお知らせ」とは資格情報が記載されたものであり、2024年7月以降の発行予定

「
健
康
保
険
証
」
の
有
効
期
間
終
了

　
　
　
※
1
・
2
・
3

「健康保険証」の有効期間終了後「健康保険証」の有効期間終了後

①「資格確認書」※4で資格確認

②「マイナ保険証」をカードリーダーで
　 読み取り資格確認

または
③「資格情報のお知らせ」※5で資格確認

現　行現　行

マ
イ
ナ
保
険
証

マ
イ
ナ
保
険
証

「あり」

「なし」

（図１）
2024年
12/2
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協会の顧問弁護士が回答いたします。 

相続、賃借契約のトラブルなど何でもご相談ください。 

※２月の税務相談は、確定申告個別相談会開催のためお休みです。 

 

日日  時時：：２月 15 日（木） 午後 2 時～5 時 

定定  員員：：3 名（相談時間は 1 人 1 時間以内） 

場場  所所：：東京歯科保険医協会 会議室 

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部） 

※予約は、受付順とさせていただきます。 

 

無料相談
 

 

トトララブブルル対対策策はは早早めめのの対対応応ががポポイインントト  

 
法法律律相相談談  

 

2023年分確定申告個別相談会
　2023年分の所得税確定申告にあたり、協会顧問税理士による個別相談会
を行います。歯科に精通した税理士と１時間、個別に相談できます。初めて
ご自身で申告される方、確定申告書の記載について不安がある方、インボ
イス制度が始まったことで不安を感じている方は、ぜひご参加ください。
日　時　２月15日（木） 午後１時～５時のうち１時間（先着順）
会　場　東京歯科保険医協会会議室
　　　　（新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル ６Ｆ）
交　通　JR山手線・西武新宿線「高田馬場駅（戸山口）」より徒歩２分、
　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅（５番出口）」より徒歩４分
講　師　協会顧問税理士
定　員　８名（残りわずか）
参加費　2,000円
予　約　参加をご希望の方は、お電話にてお問い合わせください。　
担　当　経営管理部（☎ 03―3205―2999)

経営・税務相談Q＆A

  No.413

A２　方法としては、一括償却資産ならびに少
額減価償却資産（※青色申告者のみ適用可能）
の適用があります。
　一括償却資産とは、取得価額が税込10万円以
上20万円未満の減価償却資産については通常の
減価償却をせず、使用を開始した年から３年間
にわたって、その年に一括償却資産に計上した
資産の取得価額の合計額の３分の１を必要経費
にできるというものです。
　少額減価償却資産とは、青色申告の特例で、
2006年４月１日から2024年３月31日までの間に取
得し、かつ、業務に利用した減価償却資産でそ
の取得価額が30万円未満（税込）であり、合計
額が300万円（税込）に達するまでは、必要経費
に算入することができます。なお、償却資産税
が課税されますので市区町村長への申告が必要
となります。事業年度が１年に満たない場合に

「減価償却」って何？
開業医のための‶確定申告”の基本

Q１　診療所を開業し、土地や建物、医療機器
　　を購入した。減価償却できるものとできな
　　いものがあると聞いたがどういうことか。
　　
A１　医院経営上必要とする建物、備品などの
資産は、一般的に時間の経過等によってその価
値が減っていきます。このような資産を減価償
却資産といいます。一方、土地などのように時
間の経過により価値が減少しない資産は、減価
償却資産ではありません。
　減価償却資産で使用可能期間が１年以上かつ
取得価額10万円以上のものは、減価償却の計算
が必要です。金額の大きい機器や備品を購入し
た場合、支払ったお金は、全額支払った年に経
費にはできません。その機器や備品の代金を、
数年にわたって分割し、経費とする決まりにな
っています。これを「減価償却」といいます。
耐用年数の期間（分割する年数）は法令で定め
られており、種類や用途によって異なります。
なお、取得価額10万円未満の固定資産について
は、全額その年の必要経費となります。
　また、減価償却の方法は定額法と定率法に分
けられます。定額法は、償却費の額が毎年同一
となるように、償却率が設定されています。定
率法は、償却費の額が毎年一定の割合で減少す
るように、償却率が設定されています。特に届
出がない場合、個人は「定額法」が適用され、
法人は、届出がない場合、「定率法」が適用さ
れます。

Q２　購入した年の減価償却資産を増やすこと
　　はできないのか。

【訂 正】「東京歯科保険医新聞」１月号５面
の経営・税務相談Q＆Aの記事で、表：「措
置法26条」を適用した場合の概算経費率計算
表に誤りがありました。社会保険収入(A)の
「2,500万円超3,000万円以下」の算式を「(A)
×72％＋50万円」としましたが、正しくは
「(A)×70％＋50万円」でした（下記表参
照）。お詫びとともに訂正します。

は300万円を12で割り、事業年度の月数を掛けた
金額となります。新規開業の先生はお気を付け
ください。
　減価償却やオンライン資格確認システム補助
金の会計処理など、開業医のための確定申告の
方法について詳しくまとめた書籍、「保険医の経
営と税務 2024年版」が保団連より発刊されまし
た。協会の会員の先生には、１名につき１冊無
料でお渡ししております。書籍をご希望の先生
は、本面下の書籍案内をご確認ください。

社会保険収入（Ａ） 算式

2,500万円以下 （Ａ）×72％

2,500万円超　3,000万円以下 （Ａ）×72％＋  50万円

3,000万円超　4,000万円以下 （Ａ）×62％＋290万円

4,000万円超　5,000万円以下 （Ａ）×57％＋490万円

（誤）

社会保険収入（Ａ） 算式

2,500万円以下 （Ａ）×72％

2,500万円超　3,000万円以下 （Ａ）×70％＋  50万円

3,000万円超　4,000万円以下 （Ａ）×62％＋290万円

4,000万円超　5,000万円以下 （Ａ）×57％＋490万円

（正）

書籍書籍
「保険医の経営と税務 「保険医の経営と税務 ２０２４２０２４年版」年版」

確定申告はもちろん、日々悩みがちな会計の処理にも役立つ！
２０２４年度の最新の税務対応版を発行！

会員は会員は１１冊無料！冊無料！

『保険医の経営と税務 2024年版』のご案
内です。日常に役立つ「医業所得の計算」
「措置法」など、最新の税務情報にアップ
デートして解説しています。さらに、「インボイス制度・電子取引
保存義務化の対応」や、コロナ関連の助成金なども盛り込まれて
いますので、ぜひご一読ください。
書籍をご希望の方は、右下のQRコードを読み込み、
必要事項とアンケートをご入力のうえ、お申し込みくだ
さい。 

※会員に１冊無料でお送りします。２冊目以降は、有料　
　（１冊1,500円）での販売となります。 
※書籍の到着はお申し込み後、発送まで１週間程度お時
 間をいただいていますので、予めご了承ください。
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明日の医療を考える

特集／経営対策シリ ーズ22 00 22 44

保険医の経営と 税務
確定申告・ 医業経営改善のために

申し込みフォーム



（ 5） 第６４７号 ２０２４年（令和６年）２月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

研究会・行事ご案内研究会・行事ご案内

　歯科点数表の初診料の注１に規定する施設基準に対応した「院内感染防止
対策講習会」をWebにて開催いたします。
　参加希望の場合はデンタルブックに登録の上、マイページからご予約くだ
さい。決済方法は予約後、メールにてご案内いたします。なお、今講習会は
Zoomウェビナーでの視聴後に確認テストを行い、合格した方のみに修了証
をメールにてお送りする予定です。

日　時　第11回：２月21日（水）午後１時～２時
 第12回：３月27日（水）午後１時～２時
講　師　濱﨑 啓吾 氏（院内感染防止対策委員会 委員長）
会　場　Web開催（＊3）
定　員　500名
対　象　会員
参加費　1,000円
予　約　右のQRからお申し込みください。デンタルブックの登録が必要です。
担　当　経営管理部

デンタルブック
登録・ログインページ

第第１１1・12回 院内感染防止対策講習会 1・12回 院内感染防止対策講習会 

参加申し込み参加申し込み
スタート！スタート！

第１回第１回第１回第１回第１回第１回第１回第１回第１回第１回第１回第１回第１回第１回第１回第１回第１回第１回第１回新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会

会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホ会場：文京シビックホール 大ホール（定員：1,802 人）（定員：1,802 人）

　　　　　　　（文京区春日 1－16－21）（文京区春日 1－16－21）（文京区春日 1－16－21）

第２回第２回第２回第２回第２回第２回第２回第２回第２回第２回第２回第２回第２回第２回第２回第２回第２回第２回第２回第２回第２回第２回第２回第２回第２回第２回第２回（在宅）新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会

会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホールールールールールールールールールール （定員： 1,292 人）

　　　　　（中野区中野 2－9－7）　　　　　（中野区中野 2－9－7）　　　　　（中野区中野 2－9－7）

第３回第３回第３回第３回第３回第３回第３回第３回第３回第３回第３回第３回第３回第３回新点数説明会新点数説明会新点数説明会新点数説明会

会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホ会場：なかの ZERO 大ホールールールールールールールールールールールールールール （定員： 1,292 人）

　　　　　（中野区中野 2－9－7）　　　　　（中野区中野 2－9－7）　　　　　（中野区中野 2－9－7）

　診療報酬改定が　診療報酬改定が２０２４２０２４年度から年度から６６月施行に月施行に
変更されました。協会は診療報酬改定に伴変更されました。協会は診療報酬改定に伴
い、新点数説明会を開催します。い、新点数説明会を開催します。
　診療報酬改定のたびに行われる本説明会は　診療報酬改定のたびに行われる本説明会は
毎回好評で、多くの先生にご参加いただいて毎回好評で、多くの先生にご参加いただいて
おります。 参加は申し込み制です。ぜひご参おります。 参加は申し込み制です。ぜひご参
加ください。加ください。

ご予約はコチラ▶

参加方法参加方法

　参加ご希望の方は、右上のQRコードからお申し込みください。
説明会当日のライブ配信はございません。なお、説明会の模様は後
日、デンタルブック内でオンデマンド配信する予定です（配信開始
予定：第１回→4月上旬頃、第２回→5月上旬頃、第３回→５月下旬
頃）。
参加費は、会員証１枚につき１名無料、２人目以降１名につき

1,000円です。ゴールドの会員証を必ずご持参ください。ご提示が
ない場合、入場が遅れることやお断りすることがあります。紛失さ
れた場合は再発行（手数料 1,808円）を承っております。発行まで
１カ月程度かかるため、お早めに事務局にご連絡ください。例年、
受付が大変混み合います。スムーズにご入場いただくためにも、必
ずみなさまお揃いの上、ご来場ください。

テキストの発送テキストの発送

　当日は、書籍「2024年改定の要点と解説」を
テキストとして使用します。会員の方には、協
会に登録いただいている送付先住所に３月２５日
（月）頃に１冊無料で送付しますので、必ずご
持参ください。なお、追加でテキストが必要な
場合は、当日会場でご購入いただけます。

未入会員の方のご参加未入会員の方のご参加
　未入会員で参加希望の方は、説明会の前日までに03－3205－
2999（組織部）へお電話ください。

※書籍イメージ
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２０２４年度診療報酬改定 個別改定項目
１月２６日に開催された中央社会保険医療協議会で、２０２４年度診療報酬改定の「個別改定項目

（その１）」が示されました。主な項目を紹介します（中医協資料より／一部、協会にて改編）。
　協会は３月～５月に新点数説明会を開催しますので、ぜひご参加ください (詳細は５面 )。

５　訪問歯科衛生指導の推進
１．終末期の悪性腫瘍の患者等、緩和ケアを受けている患者に対して、 訪問歯科衛生指導を行う場合の訪問歯科衛生指導料の算定回数制限を見直す。
２．訪問歯科衛生指導が困難な者に対して、歯科衛生士等が複数名で訪問する場合の評価を新設する。 
３．訪問歯科衛生指導の実態を踏まえ、訪問歯科衛生指導料の評価を見直す。
【訪問歯科衛生指導料】
１ 単一建物診療患者が１人の場合 ３６０点
２ 単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 ３２８点
３ １及び２以外の場合 ３００点
 ［算定要件］
注１（略）

（新設）

（新設）

【訪問歯科衛生指導料】
１ 単一建物診療患者が１人の場合 ●●点
２ 単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 ●●点
３ １及び２以外の場合 ●●点
［算定要件］
注１（略）

２区分番号Ｃ０００に掲げる歯科訪問診療料を算定した患者であって緩
和ケアを実施するものに対して行った場合には、注１の規定にかかわ
らず、月●●回 に限り算定する。

３ １については、訪問歯科衛生指導が困難な者等に対して、保険医療機関
の歯科衛生士等が、 当該保険医療機関の他の歯科衛生士等と同時に
訪問歯科衛生指導を行うことについて、当該患者又はその家族等の同
意を得て、訪問歯科衛生指導を実施した場合（区分番号Ｃ０００に掲げ
る歯科訪問診療料を算定する日を除く。）には、複数名訪問歯科衛生指
導加算として、●●点を所定点数に加算する。

６　歯周病の重症化予防の推進
歯周病重症化予防治療について、歯周病安定期治療を行っている患者が、再評価の結果に基づき歯周病重症化予防治療に移行する場
合には、２回目以降の実施であっても、初回実施の翌月から月１回算定可能とする。
【歯周病重症化予防治療】 
［算定要件］ 
注２ ２回目以降の歯周病重症化予防治療の算定は、前回実施月の翌月の

初日から起算して２月を経過した日以降に行う｡

【歯周病重症化予防治療】 
［算定要件］ 
注２ ２回目以降の歯周病重症化予防治療の算定は、前回実施月の翌月の

初日から起算して２月を経過した日以降に行う。ただし、区分番号
Ｂ０００－４－２に掲げる小児口腔機能管理料の注３に規定する施
設基準に適合しているものとして地方厚生局長等に届け出た診療
所である保険医療機関において、区分番号Ｉ０１１－２に掲げる歯
周病安定期治療を算定した患者について、一連の歯周病治療終了後
の再評価の結果に基づき、当該患者に対して、歯周病重症化予防治
療を開始した場合は、この限りでない。

７　歯科固有の技術の評価の見直し
歯科固有の技術について、実態に合わせた見直しを行うとともに、歯科医療の推進に資する技術については、医療技術評価分科会等に
おける検討を踏まえつつ、口腔疾患の重症化予防、口腔機能低下への対応及び生活の質に配慮した歯科医療の推進の観点から適切な
評価を行う。

大臼歯ＣＡＤ/ＣＡＭ冠について、要件を見直す。
【ＣＡＤ／ＣＡＭ冠（１歯につき）】 
［算定要件］ 
（新設） 

ロ 上下顎両側の第二大臼歯が全て残存し、左右の咬合支持がある患者に
対し、過度な咬合圧が加わらない場合等において、ＣＡＤ／ＣＡＭ冠
用材料（Ⅲ）を第一大臼歯に使用する場合

ハ・ニ （略）
（削除）

【ＣＡＤ／ＣＡＭ冠（１歯につき）】 
［算定要件］ 
ロ 大臼歯にＣＡＤ／ＣＡＭ冠用材料（Ⅴ）を使用する場合

ハ第一大臼歯又は第二大臼歯にＣＡＤ／ＣＡＭ冠用材料（Ⅲ）を使用す
る場合

　  なお、ハの場合は、当該ＣＡＤ／ＣＡＭ冠を装着する部位の対側に大
臼歯による咬合支持（固定性ブリッジ又は乳歯（後継永久歯が先天性
に欠如している乳歯を含む。）による咬合支持を含む。以下、咬合支持
という。）がある患者であって、以下のいずれかに該当する場合をいう。
①当該ＣＡＤ／ＣＡＭ冠を装着する部位と同側に大臼歯による咬合支
持があり、当該補綴部位に過度な咬合圧が加わらない場合等

② 当該ＣＡＤ／ＣＡＭ冠を装着する部位の同側に大臼歯による咬合
支持がなく、当該補綴部位の対合歯が欠損（部分床義歯を装着して
いる場合を含む。）であり、当該補綴部位の近心側隣在歯までの咬合
支持がある場合

ニ・ホ （略）  
(６)ＣＡＤ／ＣＡＭ冠用材料（Ⅴ）を使用したＣＡＤ／ＣＡＭ冠を装着する
場合、歯質に対する接着力を向上させるためにサンドブラスト処理及
びプライマー処理を行い接着性レジンセメントを用いて装着すること。

クラウン・ブリッジ維持管理料について、対象となる歯冠補綴物を見直す。
【クラウン・ブリッジ維持管理料（１装置につき）】 
［算定要件］ 
注１ クラウン・ブリッジ維持管理料を保険医療機関単位で算定する旨を

地方厚生局長等に届け出た保険医療機関において、歯冠補綴物又は
ブリッジを製作し、当該補綴物を装着した患者に対して、当該維持
管理の内容に係る情報を文書により提供した場合に算定する。

【クラウン・ブリッジ維持管理料（１装置につき）】 
［算定要件］ 
注１ クラウン・ブリッジ維持管理料を保険医療機関単位で算定する旨を

地方厚生局長等に届け出た保険医療機関において、歯冠補綴物（区
分番号Ｍ０１０の２に掲げる４分の３冠（前歯）、区分番号Ｍ０１０の
３に掲げる５分の４冠（小臼歯）、区分番号Ｍ０１０の４に掲げる全部
金属冠（小臼歯及び大臼歯）及び区分番号Ｍ０１１に掲げるレジン前
装金属冠を除く。）又はブリッジを製作し、当該補綴物を装着した患
者に対して、当該維持管理の内容に係る情報を文書により提供した
場合に算定する。

１ 新興感染症等に対応可能な歯科医療提供体制の構築
歯科外来診療環境体制加算を廃止し、歯科外来診療における医療安全対策についての体制を確保した場合の評価、歯科外来診療にお
ける院内感染防止対策について、新興感染症等の患者に対応可能な体制を確保した場合の評価を新設する。

廃止
歯科外来診療環境体制加算１　初診時＋２３点、再診時＋３点

新設
歯科外来診療医療安全対策加算１ ●●点を歯科初診料に加算

歯科外来診療医療安全対策加算１●●点を歯科再診料に加算

歯科外来診療感染対策加算１ ●●点を歯科初診料に加算

歯科外来診療感染対策加算１●●点を歯科再診料に加算

２　継続的・定期的な口腔管理による歯科疾患の重症化予防の取組の推進
かかりつけ歯科医による歯科疾患の管理について、かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所による実施を評価しているが、これを見
直し、 口腔機能管理に関する実績要件等も満たす診療所による実施を評価する。
［施設基準］
 六の二の三 かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所の施設基準 

(１)～(３)（略） 

（新設）

(４) 歯科訪問診療料の算定又は在宅療養支援歯科診療所１若しくは在宅
療養支援歯科診療所２との連携の実績があること。

(５)～(８)（略）

［施設基準］ 
六の二の三 小児口腔機能管理料の注３に規定する口腔管理体制強化加算
の施設基準

(１)～(３) （略）

(４）口腔機能管理に関する実績があること。

(５)次のいずれかに該当すること。 
イ 歯科訪問診療料を算定していること。 
ロ 在宅療養支援歯科診療所１、在宅療養支援歯科診療所２又は在宅療養
支援歯科病院との連携の実績があること。 

ハ 在宅歯科医療に係る連携体制が確保されていること。

(６)～(９)（略） 

３　歯科衛生士による実地指導の推進
歯科衛生実地指導料について、歯科医師の指示を受けた歯科衛生士が口腔機能に係る指導を行った場合の評価を新設する。
【歯科衛生実地指導料】 
［算定要件］ 
（新設） 

【歯科衛生実地指導料】 
［算定要件］ 
注３ １及び２について、口腔機能の発達不全を有する患者又は口腔機能

の低下を来している患者に対して、主治の歯科医師の指示を受けた
歯科衛生士が、注１及び注２に規定する実地指導と併せて口腔機能
に係る指導を行った場合は、口腔機能指導加算として、●●点を所
定点数に加算する。

４　 質の高い在宅歯科医療の提供の推進
歯科訪問診療１における20分未満の場合の評価を見直すとともに、 歯科訪問診療２及び歯科訪問診療３について、同一建物居住者に
対して歯科訪問診療を実施する場合の区分を見直す。
【歯科訪問診療料】
１ 歯科訪問診療１ １,１００点 

２ 歯科訪問診療２ ３６１点
～当該保険医療機関が、 次のいずれかに該当する歯科訪問診療を同一日
に９人以下の患者に行った場合に算定する。（略）…

３ 歯科訪問診療３ １８５点
～当該保険医療機関が、 次のいずれかに該当する歯科訪問診療を同一日
に１０人以上の患者に行った場合に算定する。（略）…

（新設）

（新設）

【歯科訪問診療料】 　
１ 歯科訪問診療１ １,１００点

２ 歯科訪問診療２ ●●点
…（略）当該保険医療機関が、 次のいずれかに該当する歯科訪問診療
を同一日に●●人以下の患者に行った場合に算定する。（略）…

３ 歯科訪問診療３ ●●点
…（略）当該保険医療機関が、 次のいずれかに該当する歯科訪問診療を同一
日に●●人以上●●人以下の 患者に行った場合に算定する。（略）…

４歯科訪問診療４ ●●点
…（略）当該保険医療機関が、 次のいずれかに該当する歯科訪問診療を同一
日に●●人以上●●人以下の患者に行った場合に算定する。（略）…

５歯科訪問診療５ ●●点
…（略）当該保険医療機関が、 次のいずれかに該当する歯科訪 問診療を同一
日に●●人以上●●人以下の患者に行った場合に算定する。（略）…

現行 改定（案）



●医療技術の概略
　エンドクラウンは、ＣＡＤ／ＣＡＭシステムで製作する
支台築造と歯冠修復物と一体化した歯冠修復物である。
クリアランス不足によって適用できない症例に対して、
現在保険適用されている歯冠修復材料を変えずに同シス
テムで製作可能であり、第二大臼歯まで適用範囲を拡大
できるＣＡＤ／ＣＡＭ冠である。
●再評価すべき具体的な内容
　現在の保険診療で適用されている技術では、支台歯の
歯冠高径が低い症例（特に第二大臼歯）では、歯冠修復物
の維持力を向上させるために支台歯に保持溝などを付与
して行なっている。そのため、支台歯が複雑な形態になる
ことから、ロストワックス法による鋳造システムで製作さ
れる全部金属冠が選択される。エンドクラウンは、支台築
造と歯冠修復物と一体化した歯冠修復物である。咬合面
は機能咬頭を含む咬合面を覆う形態で、2.0mmの厚さと
髄室への延長は2.0mmが原則である（2.0mm以下の幅の
残存歯質は削除）。髄室への延長が十分な厚みの確保とな
る。また、支台歯形態も単純な形態になるためＣＡＤ／Ｃ
ＡＭシステムで製作することができる。そのため、支台歯
の歯冠高径が低い症例や咬合圧の負担が大きい症例に適
用可能となる。第一大臼歯まで保険適用であるＣＡＤ／
ＣＡＭ冠を本技術の保険適用にすることにより、第二大
臼歯まで適用範囲を拡大することが可能である。

　「歯科訪問診療をはじめようと思っているが、 具体的なイメージがつかめ
ない」「歯科訪問診療をしている先生はどのように行っているのだろう？」―。
　先生方は、 訪問診療でお悩みではないですか？地域医療部担当役員や
部員、 会員の先生らが印象に残った訪問診療の経験や患者との診療のエ
ピソードをコラムにして紹介します。 他の先生がどのように訪問診療をしてい
るのか。 実際の訪問診療のイメージをつかみ、 日々の診療に活かしていた
だければ幸いです。
　今回は、 地域医療部担当の橋本健一理事のエピソードです。 初めての
歯科訪問診療でのできごととは―。

第６回
地域医療部担当理事　橋本 健一

～先生の一歩につなぐ～～先生の一歩につなぐ～

私の歯科訪問診療私の歯科訪問診療

初
め
て
歯
科
訪
問
診
療
を
実

施
し
た
の
は
、
30
年
以
上
前
の

こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
近

隣
の
中
規
模
病
院
に
勤
務
し
て

い
る
看
護
師
を
通
し
て
、
何
度

か
当
院
を
受
診
さ
れ
て
い
た
入

院
中
の
患
者
さ
ん
か
ら
入
れ
歯

の
具
合
を
診
て
ほ
し
い
と
の
依

頼
が
あ
り
、「
入
れ
歯
の
状
態

を
診
る
だ
け
な
ら
」
と
軽
い
気

持
ち
で
引
き
受
け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
翌
日
の
昼
休
み
時
間

中
に
病
室
を
訪
問
す
る
こ
と
と

し
、
担
当
の
看
護
師
に
は
必
ず

同
席
し
て
ほ
し
い
と
伝
え
ま
し

た
。そ

れ
ま
で
、
歯
科
訪
問
診
療

の
こ
と
な
ど
ま
っ
た
く
念
頭
に

な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
用
の
特

別
な
器
具
な
ど
持
ち
合
わ
せ
て

お
ら
ず
、
基
本
セ
ッ
ト
の
み
を

持
参
し
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
は

大
臼
歯
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ

冠
（
エ
ン
ド
ク
ラ
ウ
ン
）
と

は
。   教えて！  教えて！

会長!! Vol.会長!! Vol.7979

　

エ
ン
ド
ク
ラ
ウ
ン
に
つ
い
て

本
年
１
月
15
日
に
開
催
さ
れ

た
厚
生
労
働
省
の
医
療
技
術
評

価
分
科
会
で
、「
大
臼
歯
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
（
エ
ン
ド
ク
ラ

ウ
ン
）」
が
「
診
療
報
酬
改
定

に
お
い
て
対
応
す
る
優
先
度
が

高
い
技
術
」
と
判
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
判
定
に
よ
り
、
２
０

２
４
年
度
改
定
で
「
大
臼
歯
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
（
エ
ン
ド
ク

ラ
ウ
ン
）」
が
保
険
収
載
さ
れ

る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
本
技
術
は
既
存
の

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
適
応
拡

大
と
し
て
、
公
益
社
団
法
人
日

本
補
綴
歯
科
学
会
が
医
療
技
術

【
確
定
申
告
に
向
け
た
注
意
点
】
共
済
制
度
の
課
税
関
係
は
、
左

記
の
通
り
で
す
。
各
共
済
制
度
で
生
命
保
険
料
控
除
の
適
用
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
点
な
ど
は
協
会
共
済

部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ⅰ
．
保
険
医
年
金

▼
掛
金　
旧
生
命
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。
ま
た
、
個
人
年
金

保
険
料
控
除
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

▼
解
約
一
時
金

掛
金
負
担
者
が
受
け
取
っ
た
場
合
、
利
息
相
当

分
が
「
一
時
所
得
」
と
な
り
ま
す
。
利
息
相
当
分
と
、
そ
の
年
の

他
の
一
時
所
得
の
対
象
を
合
算
し
た
合
計
が
50
万
円
以
内
の
場
合

は
非
課
税
で
す
が
、
50
万
円
を
超
え
る
場
合
は
50
万
円
を
差
し
引

い
た
残
り
の
２
分
の
１
の
金
額
が
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
年
金
受
給

１
年
間
に
受
給
し
た
年
金
額
の
う
ち
利
息
に
相
当

す
る
金
額
が
「
雑
所
得
」
と
な
り
、
他
の
所
得
と
合
算
で
課
税
対

象
と
な
り
ま
す
。
保
険
医
年
金
だ
け
の
雑
所
得
が
年
間
25
万
円
を

超
え
る
場
合
は
10
％
の
源
泉
徴
収
さ
れ
た
金
額
で
入
金
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
昨
年
11
月
の
お
支
払
い
通
知
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ⅱ
．
保
険
医
休
業
保
障
共
済
保
険

▼
拠
出
金　
税
法
上
の
生
命
保
険
契
約
に
は
当
た
ら
な
い
た

め
、
生
命
保
険
料
控
除
の
対
象
外
で
す
。

▼
給
付
金　
傷
病
休
業
給
付
金
、
入
院
給
付
金
、
長
期
療
養
給
付

金
、
高
度
障
害
給
付
金(

高
度
障
害
時
の
脱
退
給
付
金
含
む)

は
、
加
入
者
本
人
が
受
け
取
っ
た
場
合
、
所
得
税
は
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
。
弔
慰
給
付
金
（
死
亡
時
の
脱
退
給
付
金
含
む
）、
脱

退
給
付
金
は
、
一
時
所
得
と
な
り
ま
す
。

※
弔
慰
給
付
金
は
所
定
の
受
取
人
の
一
時
所
得
で
す
。

Ⅲ
．
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険

▼
掛
金　
新
生
命
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。

Ⅳ
．
第
２
休
業
保
障
制
度
（
団
体
所
得
保
障
）

▼
掛
金　
新
生
命
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

▼
給
付
金　
所
得
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
に
つ
い
て
】
保
険
医
年
金
は
昨
年
10

月
下
旬
に
ご
加
入
者
に
郵
送
し
ま
し
た
。
第
２
休
業
保
障
制
度
は

昨
年
10
月
初
旬
に
ご
加
入
者
に
郵
送
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
生
命

保
険
は
昨
年
11
月
下
旬
に
ご
希
望
さ
れ
た
ご
加
入
者
に
郵
送
し
ま

し
た
。
新
た
に
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
が
必
要
な
方
は
協
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
保
険
医
年
金
初
回
掛
金
未
納
の
方
へ
】
昨
年
秋
に
保
険
医
年
金

に
新
規
加
入
・
増
口
を
さ
れ
た
方
で
、
昨
年
12
月
25
日
の
初
回
引

落
し
が
で
き
て
い
な
い
先
生
は
、
至
急
、
お
振
り
込
み
く
だ
さ

い
。
入
金
が
な
い
場
合
は
、
加
入
不
成
立
と
な
り
ま
す
。

※
新
規
加
入
・
増
口
の
加
入
者
証
発
送
は
２
月
上
旬
予
定
で
す
。

評
価
提
案
書
と
し
て
昨
年
６
月

に
厚
労
省
に
提
出
し
て
い
ま

す
。提

案
書
に
記
さ
れ
た
内
容
を

一
部
改
変
し
て
以
下
に
示
し
ま

す
。

上
下
無
歯
顎
の
80
代
女
性
で
寝

た
き
り
の
状
態
で
、
発
語
や
意

思
疎
通
に
や
や
問
題
が
あ
る
も

の
の
、
病
状
は
安
定
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

口
腔
内
を
診
る
と
粘
膜
に
異

常
は
な
い
も
の
の
、
顎
堤
の
吸

収
が
進
行
し
て
上
顎
総
義
歯
が

開
口
し
た
だ
け
で
外
れ
て
し
ま

う
状
態
で
し
た
。
ま
ず
は
直
接

法
で
の
床
裏
装
を
し
て
み
よ
う

と
思
い
、
翌
日
に
口
腔
内
で
直

接
裏
装
す
る
こ
と
を
告
げ

て
、
上
顎
総
義
歯
を
持
ち
帰
り

ま
し
た
。
診
療
所
で
義
歯
床
粘

膜
面
を
一
層
削
除
し
た
う
え

で
、
翌
日
、
直
接
法
で
裏
装
を

し
ま
し
た
。
再
び
義
歯
を
持
ち

帰
り
、
余
剰
部
分
の
削
合
や
研

磨
、
ポ
ス
ト
ダ
ム
の
付
与
な
ど

を
し
ま
し
た
。
次
の
日
に
装
着

し
て
み
る
と
、
と
り
あ
え
ず
安

診
療
報
酬
改
定
な
ど
議
題
に

  

記
者
か
ら
被
災
地
の
状
況
報
告
も

協
会
は
１
月
12
日
、
２
０
２

３
年
度
第
５
回
メ
デ
ィ
ア
懇
談

会
を
開
催
し
、
メ
デ
ィ
ア
５
社

が
参
加
し
た
。
説
明
を
早
坂
美

都
副
会
長
、
進
行
役
を
川
本
弘

広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
部
担
当

理
事
が
務
め
た
。

懇
談
会
の
議
題
と
し
て
、
２

０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
の

ほ
か
、
歯
科
技
工
所
ア
ン
ケ
ー

ト
、
学
校
歯
科
治
療
調
査
、
オ

ン
資
・
マ
イ
ナ
保
険
証
問
題
、

能
登
半
島
地
震
な
ど
を
取
り
あ

げ
た
。

診
療
報
酬
改
定
で
は
、
協
会

が
２
０
２
３
年
末
に
行
っ
た
厚

生
労
働
省
へ
の
要
請
の
内
容
な

ど
を
紹
介
。
ま
た
、
学
校
歯
科

治
療
調
査
に
つ
い
て
は
、
調
査

実
施
の
背
景
、
子
ど
も
の
口
腔

状
態
改
善
に
向
け
た
根
本
的
な

解
決
策
に
関
し
て
意
見
を
交

換
。
早
坂
副
会
長
、
川
本
理
事

が
自
身
の
診
療
所
で
の
経
験
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
現
場
の
状
況

を
伝
え
た
。

被
災
地
で
は

「
衛
生
面
の
状
況
が
厳
し
い
」

ま
た
、
能
登
半
島
地
震
の
話

題
で
は
、
震
災
直
後
か
ら
現
地

入
り
し
た
２
名
の
記
者
が
報

告
。
輪
島
市
に
足
を
運
ん
だ
記

者
か
ら
は
、「
避
難
所
に
多
く

の
人
が
集
ま
り
混
み
合
っ
て
い

る
」「
ト
イ
レ
な
ど
衛
生
面
の

状
況
が
厳
し
い
」
な
ど
、
現
地

の
被
災
者
が
置
か
れ
て
い
る
過

酷
な
状
況
が
紹
介
さ
れ
た
。

中
医
協
で
「
大
臼
歯
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
に
つ
い

て
、
要
件
を
見
直
す
」
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
。

協
会
か
ら
厚
生
労
働
省
が
公

募
し
た
「
令
和
６
年
度
診
療
報

酬
改
定
に
係
る
こ
れ
ま
で
の
議

論
の
整
理
」
に
関
す
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
、
本
件
に
関

連
し
た
コ
メ
ン
ト
を
提
出
し
ま

し
た
。

「
歯
科
用
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー

患
者
以
外
の
第
一
大
臼
歯
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
現
行
の
算
定

要
件
は
明
確
な
エ
ビ
デ
ン
ス
に

裏
付
け
ら
れ
て
い
な
い
要
件
で

あ
り
、
歯
科
医
師
の
裁
量
権
が

制
限
さ
れ
て
い
て
問
題
で
あ

る
。
一
方
、
医
療
技
術
評
価
提

案
書
に
対
し
て
、『
大
臼
歯
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
（
エ
ン
ド
ク

ラ
ウ
ン
）』
が
診
療
報
酬
改
定

に
お
い
て
対
応
す
る
優
先
度
が

高
い
技
術
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
議
論
の
整
理
（
案
）

で
は
、『
大
臼
歯
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

通
信
員
便
り

通
信
員
便
り 

№№
１３９１３９１３９１３９

機
関
紙
1
月
号
に
つ
い
て
、

通
信
員
50
名
の
便
り
の
中
か

ら
抜
粋
し
ま
し
た
。

◆
２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改

定
の
歯
科
改
定
率
が
「
プ
ラ
ス

０
・
57
％
」
と
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
数
値
を
受
け
て
の
率

直
な
気
持
ち
を
。

・
改
定
率
が
低
す
ぎ
る
。

（
他
６
名
）

・
徐
々
に
微
増
は
無
理
が
あ

る
。
一
度
に
一
気
に
引
き
上

げ
て
ほ
し
い
。

・
医
科
は
着
実
に
点
数
を
伸
ば

し
た
の
に
、
歯
科
は
な
ぜ
伸

ば
さ
な
か
っ
た
の
か
。

・
あ
ま
り
算
定
し
な
い
点
数
の

プ
ラ
ス
改
定
で
は
、
意
味
が

な
い
。

・
ス
タ
ッ
フ
賃
上
げ
は
無
理
。

・
材
料
価
格
の
値
上
げ
は
も
っ

と
高
い
の
で
す
が
。

・
物
価
の
高
騰
を
考
え
る
と
鼻

で
笑
っ
て
し
ま
う
。
む
し

ろ
、
メ
デ
ィ
ア
に
働
き
か
け

受
診
率
を
上
げ
る
よ
う
、
国

民
の
潜
在
意
識
に
働
き
か
け

て
は
ど
う
か
。

・
物
価
と
人
件
費
の
上
昇
に
は

追
い
つ
い
て
い
な
い
の
で
、

ま
っ
た
く
話
に
な
ら
な
い
。

こ
れ
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
向

け
の
機
材
の
維
持
費
に
も
な

ら
ず
、
従
業
員
の
給
料
増
加

に
は
ま
っ
た
く
な
ら
な
い
。

・
財
源
は
限
ら
れ
て
い
る
と
は

い
え
、
物
価
高
騰
に
追
い
つ

け
な
い
。
こ
れ
で
は
ス
タ
ッ

フ
の
給
料
引
き
上
げ
は
無

理
。
初
診
料
と
再
診
料
の
引

き
上
げ
な
ど
を
し
て
ほ
し
い

で
す
。

定
が
得
ら
れ
痛
み
も
な
い
よ
う

だ
っ
た
の
で
、
義
歯
の
取
り
扱

い
管
理
方
法
な
ど
を
伝
え
て
帰

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
担
当
の
看
護
師
か

ら
「
以
前
よ
り
も
食
事
し
や
す

く
な
っ
た
」
と
の
連
絡
が
あ

り
、
と
り
あ
え
ず
は
こ
の
ま
ま

様
子
を
み
た
い
と
の
こ
と
な
の

で
、
一
応
終
了
と
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
歯
科
訪
問
診
療
ゆ

え
、
い
ろ
い
ろ
と
思
慮
が
足
り

な
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す

が
、
看
護
師
か
ら
の
報
告
を
受

け
、「
訪
問
し
て
良
か
っ
た
」

と
感
じ
ま
し
た
。

ま
だ
歯
科
訪
問
診
療
を
行
な

っ
た
こ
と
の
な
い
先
生
、
ど
う

し
た
も
の
か
と
足
踏
み
を
し
て

い
る
先
生
も
、
ぜ
ひ
一
歩
を
踏

み
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

Ｍ
冠
に
つ
い
て
、要
件
を
見
直

す
』
と
あ
る
が
、
エ
ン
ド
ク
ラ

ウ
ン
を
保
険
収
載
す
る
こ
と
の

み
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば

承
服
で
き
な
い
。対
合
が
義
歯

な
ど
で
咬
合
力
が
低
く
Ｃ
Ａ
Ｄ

／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
強
度
に
不
安
が

な
い
ケ
ー
ス
な
ど
、歯
科
医
師

の
診
断
な
ら
び
に
裁
量
権
に
基

づ
く
算
定
要
件
の
緩
和
が
必
要

で
あ
る
」と
い
う
内
容
で
す
。

厚
労
省
が「
骨
太
の
方
針
」に

し
た
が
っ
て
、金
パ
ラ
の
代
替

材
料
に
よ
る
歯
冠
修
復
を
推
進

す
る
こ
と
に
対
し
て
、協
会
は

全
面
的
な
反
対
は
し
て
い
ま
せ

ん
。し
か
し
、患
者
・
国
民
の
安

心
・
安
全
の
た
め
に
エ
ビ
デ
ン

ス
が
低
い
技
術
の
保
険
収
載
に

は
慎
重
で
あ
る
べ
き
、ま
た
歯

科
医
師
の
裁
量
権
を
制
限
す
る

算
定
要
件
を
緩
和
す
べ
き
と
、

今
後
も
意
見
し
て
い
き
ま
す
。

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

会
長　
坪
田
有
史

メディアメディア
懇談会懇談会
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学校歯科歯科治療調査
子どもの口腔崩壊、改善傾向も依然残る子どもの口腔崩壊、改善傾向も依然残る地地域域差差
背景に何が？背景に何が？
2017年に行った前回調査から６年が経過した2023年、協会は新たに
「学校歯科治療調査」を実施した。小学校の義務教育期間が一巡してい
ることや、2023年４月から「マル青

あお
」の政策も始まっていることを背景

に行われた今調査。前回との比較や、子どもの口腔実態を改めて把握
し、自治体への口腔保健事業改善要望や行政への要請活動の基礎資料と
して活用すること、マスコミなどへの公表、口腔崩壊を抱える子どもた
ちの存在を広く都民に知らせるとともに、都内の子どもたちが安心して
歯科医療を受けられる体制を広げていくことを目的にしている。
都内の全小・中・高等学校に協力を依頼し、330校（回収率13.0％）か
ら回答が寄せられ、このほど集計が終了した。以下にその概要を紹介す
る。
歯科検診の結果、「要受診」となる子どもは約24％で前回調査と比較
すると若干の減少がみられた。検診後に要受診となった子どもは小学校
で約57％、中学校で約32％、高等学校で約21％であり、小学校から高等
学校に上がるにつれ、受診率が低くなる傾向があった（図１）。

一部負担金の有無が口腔状況に影響一部負担金の有無が口腔状況に影響
次に、上の図２をご覧いただきたい。「口腔内が崩壊状態と考えられ
る子どもがいた」と回答した学校は、図２に高等学校を加えた小中高校
平均で21.5％となり、前回調査と比較すると減少していた。23区等と多
摩地区等で比較すると23区等では小学校18.6％、中学校10.1％、多摩地
区等では小学校34.4％、中学校29.6％と、いずれも多摩地区等での割合
が高かった。窓口負担の有無が子どもの口腔の状況に大きな影響を及ぼ
していることが考えられる。
意見欄では「保護者や子ども自身の多忙」「子どもの口腔の健康に対
する保護者の意識の低さやネグレクト」「外国籍の保護者などに受診の
必要性を理解してもらえない」など、多様な問題点が指摘されている。
　また、「コロナ蔓延前は会話中に歯の汚れを見つけ個別に指導するこ
とがあったが、コロナ禍になりマスクでわからなかった」など、感染症
の中でもコロナ流行時に特有と見られる意見もあった。
調査報告書全文は協会ホームページに掲載しているので、ぜひご覧い
ただきたい（上のＱＲからご覧になれます）。

0 20 40 60 80 100

23 区等
（小学校）
多摩地区等
（小学校）
23 区等

（中学校）
多摩地区等
（中学校）

（図２）口腔内が崩壊状態と考えられる子どもがいたか

「口腔崩壊いた」と回答した学校 「口腔崩壊いない」と回答した学校
（％）

23区等＝通院で一部負担金のない地域（2023 年 4月時点）で返信があった地域
　　　　　23区、武蔵野市、府中市、調布市、あきる野市、檜原村、大島町、八丈町
多摩地区等＝通院で一部負担金がある地域（2023 年 4月時点）で返信があった地域
　　　　　　　八王子市、立川市、三鷹市、青梅市、昭島市、町田市、小金井市、小平市、日野市、東村山市、国分寺市、
　　　　　　　国立市、福生市、　狛江市、東大和市、清瀬市、東久留米市、武蔵村山市、多摩市、稲城市、羽村市、
　　　　　　　西東京市、瑞穂町、小笠原村

　　18.6

　　34.4

10.1

　　29.6

81.4

65.6

89.9

70.4

通常、子どもにかかる医療費は義務教育就業前で２割、それ以降は３割の

自己負担がかかる。子ども医療費助成制度とは国民健康保険や健康保険の

自己負担額から一部負担金（通院１回につき200円（上限額））を控除した

額を助成するもの。この通院１回につき200円を上限とした一部負担金は各

自治体の努力による助成で行っているため、通院による一部負担金が掛か

らない地域や一部負担金がかかる地域が存在しており、住む地域によって

子どもの通院費用が変わってしまうという問題がある。

「子ども医療費」一部負担金の問題点

0
10
20
30
40
50
60

全体高等学校中学校小学校

（図１）検診後に受診した子どもの割合

57.3
32.1 21.3

44.8

（％）

改正事項 概要 適用時期等

医療用機

器の特別

償却

青色申告者が1台500万円以上の新品の医療用機器を取得した場合

に、普通償却に加えて取得価額の12％の特別償却ができる制度の適用

期限が延長されました。

対象となる資産は、以下に掲げる一定の機器に限定されています。今

回の改正で「⑩デジタル印象採得装置」が新たに対象資産として追加

されました。

①歯科用ユニット、②歯科用オプション追加型ユニット、③炭酸ガス

レーザ、④エルビウム・ヤグレーザ、⑤ネオジミウム・ヤグレーザ、

⑥ネオジミウム・ヤグ倍周波数レーザ、⑦デジタル式歯科用パノラマ

X線診断装置、⑧デジタル式歯科用パノラマ・断層撮影X線診断装置、

⑨チェアサイド型歯科用コンピュータ支援設計・製造ユニット、⑩デ

ジタル印象採得装置、⑪アーム型X線CT診断装置、⑫歯科技工室設置

型コンピュータ支援設計・製造ユニット 

2025年3月３１

日取得分まで2年

間適用期限延長

国外居住

親族に係

る扶養控

除

１６歳以上の日本国外の居住者はすべて扶養控除の対象でしたが、３０

歳以上７０歳未満の場合は、「留学している」「障害者である」「生活費

又は教育費として年３８万円以上の支払を受けている」のいずれかに

該当する場合に限り控除が適用されることとなりました。

2023年 分 以 後

の所得税確定申

告から適用

住宅ロー

ン控除添

付書類

住宅借入金等に係る債権者は、「住宅取得資金に係る借入金の年末調整

残高証明書」の交付を要しないこととされました。これに伴い確定申

告書の住宅借入金等特別控除申告書に添付すべき書類のうち「住宅取

得資金に係る借入金の年末残高等証明書」の添付が不要となりました。

2023年1月1日

以後に居住用家屋

等を居住の用に供

する場合から適用

申告書類

の主な変

更点

主な変更点は下記①②③です。

①確定申告書第二表の「特定配当等・特定株式等譲渡所得の全部の申　

　告不要」欄が削除されました。

②収支内訳書に売上先、仕入先のインボイス登録番号を記入する欄が　

　新設されました。

③青色申告決算書に売上先、仕入先の取引金額やインボイス登録番号　

　を記入する欄が新設されました。　

※②③のインボイス登録番号は把握している場合にそれぞれ記入しま　

　す。なお、登録番号を記入した売上先・仕入先については、その売上　

　先名・仕入先名および所在地の記入を省略しても差し支えありません。

2023年 分 以 後

の所得税確定申

告から適用

個人住民

税の改正

に伴う課

税方式

2024年度の個人住民税から、上場株式等に係る配当所得等および譲

渡所得等の申告における課税方式を、所得税と一致させることとなり

ました。例えば、これまで上場株式等に係る配当所得について、所得

税は総合課税、個人住民税は申告不要などと別々の課税方式を選択で

きましたが、この選択ができないことになりました。

2023年分以後の

所得税確定申告

および2024年度

の個人住民税か

ら適用

国等から助成金等が支給された場合の取り扱い

区分 助成金等の種類

非課税とな

るもの

・住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金

・子育て世帯生活支援特別給付金

事業所得の

雑収入とな

るもの

（消費税は

対象外）

・雇用調整助成金・緊急雇用安定助成金

・小学校休業等対応助成金（支援金）

・新型コロナウイルス感染症特別利子補給制度

　に係る利子補給金

・オンライン資格確認等の導入に必要となる資

　格確認端末の購入等に係る補助金

・自治体による物価高騰対策補助金等

※収入計上時期は支給決定時です。ただし、経　

　費を補填するために交付を受ける助成金等に　

　ついては、その支出が発生した年分の収入と　

　されます。

　　また、補助金等により固定資産を取得した　

　場合には、国庫補助金等の総収入金額不算入　

　制度（いわゆる圧縮記帳）を適用することに　

　より課税の繰り延べをすることができます。

　2023年分の所得税確定申告の受け付けが　2023年分の所得税確定申告の受け付けが２２月16日(金)から始まります。今回の申告で注意すべき所得税改正点月16日(金)から始まります。今回の申告で注意すべき所得税改正点
のうち、主なものは次の通りです（詳細は『保険医の経営と税務 2024年版』をご参照ください／本紙のうち、主なものは次の通りです（詳細は『保険医の経営と税務 2024年版』をご参照ください／本紙４４面参照）。面参照）。

調査結果は調査結果は
こちらからこちらから
ご覧になれますご覧になれます

インボイス制度導入による消費税の確定申告

2023年１０月１日から導入されたイ

ンボイス制度により消費税の免税事

業者が１０月１日からインボイス登録

をした場合や消費税の原則課税事業

者は2023年分の消費税の確定申告(

計算方法等)に注意が必要です。詳細

は東京歯科保険医新聞2023年１０月

１日発行の第643号３面をご参照くだ

さい（右記QRからも閲覧できます）。

東京歯科保険医新聞
2023年10月号

2023年分確定申告のポイント （税理士法人税制経営研究所）

（ 9） 第６４７号 ２０２４年（令和６年）２月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918



  

◆
第
17
回
理
事
会
◆

　

２
０
２
３
年
12
月
14
日

㈭
、
午
後
７
時
00
分
〜
９
時

20
分
。
会
長
、
副
会
長
４

名
、
理
事
14
名
、
監
事
１
名
、

事
務
局
14
名
の
出
席
。

【
情
勢
報
告
】　
診
療
報
酬

・
介
護
報
酬
改
定
、
そ
の

他
（
生
活
保
護
裁
判
、
政
治

資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
収
入
還

流
、
核
兵
器
禁
止
条
約
な

ど
）
の
報
告
を
確
認
。

【
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

シ
ス
テ
ム
義
務
化
、
オ
ン
ラ

イ
ン
請
求
義
務
化
、
健
康
保

険
証
の
廃
止
】　

①
オ
ン
ラ

イ
ン
請
求
義
務
化
に
関
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
結
果

が
公
表
さ
れ
、
計
89
件
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と

の
報
告
を
確
認
。
②
「
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
不
存

在
確
認
等
請
求
訴
訟
」
に
つ

い
て
、
第
４
回
口
頭
弁
論
、

記
者
会
見
お
よ
び
説
明
会

（
12
月
７
日
）
の
参
加
報

告
を
確
認
。

【
各
部
検
討
課
題
】　
①
第

４
回
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会
（
11

月
10
日
）
の
報
告
お
よ
び
第

５
回
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会
（
１

月
12
日
）
の
議
題
（
案
）
に

つ
い
て
の
提
案
を
協
議
の
う

え
、
確
認
。

【
保
団
連
会
議
等
】　
①
第

12
回
保
団
連
歯
科
理
事
会
議

（
12
月
２
日
）、
②
第
24
回

保
団
連
理
事
会
（
12
月
３

日
）
の
報
告
を
確
認
。
③
保

団
連
第
51
回
定
期
大
会
の
活

動
方
針
（
案
）、
発
言
通
告

に
つ
い
て
討
議
。
④
保
団
連

審
査
、
指
導
、
監
査
対
策
担

当
者
会
議
（
11
月
19
日
）
の

報
告
を
確
認
。

【
機
関
紙
の
企
画
】　
２
０

２
４
年
１
月
１
日
号
の
企
画

を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】　
12
月
１

日
付
会
員
数
６
千
30
名
（
入

会
８
名
、
退
会
６
名
）。

◆
第
18
回
理
事
会
◆

　

２
０
２
４
年
１
月
11
日

㈭
、
午
後
７
時
00
分
〜
９
時

35
分
。
会
長
、
副
会
長
５

名
、
理
事
16
名
、
監
事
２

名
、
事
務
局
13
名
の
出

席
。

【
能
登
半
島
地
震
に
つ
い

て
】　

被
災
状
況
が
報
告
さ

れ
、
当
協
会
と
し
て
の
支
援

に
つ
い
て
協
議
。

【
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い

て
】　
①
理
事
・
部
員
政
策

学
習
会
（
12
月
17
日
）
の
ま

と
め
、
②
厚
労
省
へ
の
要
請

報
告
（
12
月
27
日
）
を
確

認
。
③
２
０
２
４
年
度
診
療

報
酬
改
定
の
改
定
率
、
中
医

協
総
会
で
の
議
論
な
ど
の
報

告
を
確
認
。
地
方
公
聴
会

（
１
月
19
日
）
の
意
見
発

表
者
の
募
集
に
対
し
て
、
意

見
内
容
の
概
要
を
提
出

し
、
応
募
し
た
こ
と
を
確

認
。

【
各
部
検
討
課
題
】　
①
政

策
委
員
長
談
話
「
プ
ラ
ス
改

定
を
実
感
で
き
る
実
態
に
見

合
っ
た
診
療
報
酬
改
定
を
切

望
す
る
」
を
発
表
し
た
こ
と

に
つ
い
て
の
報
告
を
確

認
。
②
緊
急
マ
イ
ナ
ト
ラ
ブ

ル
調
査
第
３
弾
の
結
果
報
告

を
確
認
。

【
保
団
連
会
議
等
】　
保
団

連
第
51
回
定
期
大
会
（
１
月

27
日
、
28
日
）
に
６
本
の
発

言
通
告
を
提
出
す
る
こ
と
を

確
認
。

【
機
関
紙
の
企
画
】　
２
月

１
日
号
の
６
、
７
面
に
、
診

療
報
酬
改
定
の
「
個
別
項

目
」
を
掲
載
す
る
こ
と
を
確

認
。

【
組
織
の
現
勢
】　
1
月
1

日
付
会
員
数
６
千
27
名
（
入

会
18
名
、
退
会
21
名
）。

おくむら ・ まさる オクネット代
表、歯科ジャーナリスト。明治
大学政治経済学部卒業、東京歯
科技工専門学校卒業。日本歯科
新聞社記者・雑誌編集長を歴
任、退社。さらに医学情報社創
刊雑誌の編集長歴任。その後、
独立しオクネットを設立。「歯科
ニュース」「永田町ニュース」を
ネット配信。明治大学校友会代
議員(兼墨田区地域支部長)、明
大マスコミクラブ会員。

奥村 勝
Okumura Masaru

協
会
活
動
日
誌
　
２
０
２
４
年
１
月

  9　火　事務局仕事始め、第10回広報　

　　　　・ホームページ部会

10　水　休保審査会（医科）

11　木　第18回理事会

12　金　第 5回メディア懇談会

14　日　新規開業医講習会

15　月　第 9回地域医療部会

16　火　第 9回社保・学術部会

17　水　第10回経営管理部会、｢保険で　

　　　　よい歯を｣ 東京連絡会出前講座

18　木　会員無料相談デー、第10回共　

　　　　済部会

19　金　第9回政策委員会

20　土　休保審査会（全国）

21　日　医科歯科医療安全講習会

24　水　第10回院内感染防止対策講習　

　　　　会、「保険でよい歯を」東京連　

　　　　絡会世話人会

25　木　ＳＡＳ講師団会議

26　金　第19回理事会

28　日　中川勝洋先生を偲ぶ会

31　水　第 9回組織部会

２
０
２
４
年
１
月
13
・
14
の
両
日
は
、

大
学
受
験
生
自
身
の
学
力
レ
ベ
ル
を
測
る

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
（
実
施
主
体
は
独

立
行
政
法
人
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
）
が
多

数
の
国
公
私
立
大
学
で
実
施
さ
れ
た
。
こ

の
前
哨
戦
と
も
い
え
る
試
験
に
は
、
歯
科

医
師
を
目
指
す
受
験
生
も
参
加
し
て
い
る
。

　

今
回
は
、
大
学
入
学
試
験
合
格
後
、
歯

科
医
師
国
家
試
験
に
合
格
し
、
晴
れ
て
歯

科
医
師
と
な
り
、
現
在
も
診
療
に
従
事
し

て
い
る
歯
科
医
師
５
氏
に
つ
い
て
、
共
通

試
験
が
な
か
っ
た
時
代
の
大
学
受
験
の
背

景
と
現
在
を
紹
介
し
、
改
め
て
歯
科
大
学

を
考
察
す
る
た
め
の
参
考
に
供
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
　
高
山
史
年

戦
争
の
歴
史
を
後
世
に

　
―
東
京
の
地
か
ら
伝
え
る
③
完

　
最
終
回
は
、新
宿
駅
か
ら
都
営
地
下
鉄
新
宿

線
を
利
用
し
て
12
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る「
昭
和

館
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
昭
和
館
は
千
代
田
区
に
位
置
し
、前
回
紹
介

し
ま
し
た「
し
ょ
う
け
い
館
」の
す
ぐ
近
く
に
あ

り
、昭
和
時
代
の
歴
史
を
通
じ
て
平
和
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
を
提
供
す
る
施
設
で
す
。

（ 1 0）第６４７号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２４年（令和６年）２月１日 （第三種郵便物認可）
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Ａ
氏
は
、
歯
科
技
工
士
と
な

り
歯
科
診
療
所
の
院
内
技
工
所

に
勤
務
し
た
も
の
の
、
苦
労
を

重
ね
悩
ん
だ
末
、
歯
科
大
を
受

験
、
合
格
し
た
経
歴
を
持
つ
。

「
歯
科
大
受
験
で
高
校
時
代
を

思
い
出
し
ま
し
た
が
、
も
う
後

が
な
い
の
で
必
死
で
し
た
」。

歯
科
診
療
所
を
開
設
し
て
か
ら

10
年
経
過
、
院
長
と
し
て
奮
闘

中
。
歯
科
技
工
士
と
し
て
苦
労

し
た
経
験
か
ら
、
歯
科
技
工
士

に
は
丁
寧
に
接
す
る
よ
う
心
が

け
て
い
る
と
い
う
。
ご
本
人
は

「
無
理
は
し
ま
せ
ん
。
歯
科
医

師
の
見
方
も
あ
り
ま
す
が
、
技

工
士
さ
ん
が
苦
労
す
る
箇
所
を

知
っ
て
い
ま
す
か
ら
」
と
Ｗ
ラ

イ
セ
ン
ス
の
視
点
が
自
然
に
出

て
く
る
よ
う
だ
。

　
次
に
紹
介
す
る
Ｂ
氏
も
歯
科

技
工
士
と
し
て
養
成
機
関
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
勤

務
。
歯
科
技
工
士
の
世
界
で
も

名
を
残
し
、
専
門
雑
誌
で
も
紹

介
さ
れ
、
特
に
ク
ラ
ウ
ン
・
ブ

リ
ッ
ジ
が
得
意
で
専
修
科
ま
で

進
み
、
そ
の
技
術
は
卓
越
し
て

い
た
が
、
歯
科
医
師
へ
の
思
い

が
断
ち
切
れ
ず
歯
科
大
を
受
験

し
、
合
格
し
た
。
歯
科
医
師
と

な
っ
た
後
に
入
会
し
た
日
本
補

綴
歯
科
学
会
の
学
術
大
会
に
参

加
し
た
時
は
控
え
め
に
〝
歯
科

医
師
〞
と
し
て
の
観
点
か
ら
質

問
を
し
て
い
る
が
、「
技
工
士

時
代
は
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
評

価
が
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
業
界

雑
誌
も
特
集
が
な
い
時
代
で
し

た
か
ら
、
隔
世
の
感
が
あ
り
ま

す
」と
コ
メ
ン
ト
し
て
く
れ
た
。

　
続
く
Ｃ
氏
は
、
父
親
は
開
業

歯
科
医
師
で
あ
っ
た
が
、
筑
波

大
に
入
学
し
体
育
専
門
学
群(

テ
ニ
ス)

を
卒
業
。

歯
科
医
療
界
で
営
業

マ
ン
を
し
て
い
た

が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

生
活
を
や
め
、
歯
科

大
学
受
験
に
挑
戦

し
、
見
事
に
合
格
。

さ
ら
に
、
新
卒
で
国

試
に
合
格
。
歯
科
医

師
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
が
、「
合
格
し

て
ホ
ッ
と
し
ま
し

た
。
正
直
、
お
金
も

か
か
っ
た
た
め
こ
れ

2023年度
第17・18回
理事会

営
業
マ
ン
か
ら
転
身
…
多
彩
な
人
生
模
様

2019年の第112回歯科医師2019年の第112回歯科医師
国家試験合格発表会場での光景国家試験合格発表会場での光景

昭
和
時
代
は
、
日
本
が
大
き

な
戦
争
や
苦
難
を
経
験
し
た
時

代
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
的
な
出

来
事
か
ら
学
び
、
平
和
へ
の
価

値
を
再
確
認
す
る
時
代
で
も
あ

り
ま
す
。

視
覚
重
視
の
リ
ア
ル
展
示

昭
和
館
は
、
戦
時
中
の
日
本

の
苦
難
や
犠
牲
を
伝
え
る
展
示

が
充
実
し
て
い
ま
す
。
戦
時
下

の
生
活
や
戦
争
被
害
の
実
態
を

リ
ア
ル
に
再
現
し
、
戦
争
の
痛

み
や
悲
惨
さ
に
焦
点
を
絞
る
こ

と
に
よ
り
、
訪
れ
る
人
々
に
戦

争
の
悲
劇
や
そ
の
影
響
を
実
感

し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
戦
争

に
よ
る
犠
牲
者
や
被
災
者
の
実

際
を
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
で

平
和
の
尊
さ
を
強
調
。
さ
ら
に

戦
後
日
本
の
復
興
へ
の
道
の
り

の
ほ
か
、
平
和
構
築
へ
の
努

力
、
国
際
社
会
と
の
関
係
修
復

な
ど
の
歴
史
も
紹
介
し
、
平
和

を
守
り
続
け
る
重
要
性
を
訴
え

て
い
ま
す
。

来
館
者
は
昭
和
館
で
の
体
験

を
通
じ
て
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と

平
和
の
尊
さ
を
学
ぶ
と
と
も
に

未
来
の
世
代
に
平
和
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
発
信
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
再
認
識
で
き
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
こ
と
は
、
未
来
へ
の

希
望
を
抱
く
た
め
の
第
一
歩
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

戦
後
80
年
の
節
目
に
向
け

ぜ
ひ
来
館
を

来
年
は
、
戦
後
80
年
と
い
う

節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。「
平

和
祈
念
展
示
資
料
館
」「
し
ょ

う
け
い
館
」「
昭
和
館
」
の
３

つ
の
施
設
は
、
半
日
で
巡
る
こ

と
が
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
来

館
さ
れ
、
改
め
て
平
和
の
大
切

さ
を
学
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

試験当日の東大本郷キャンパス入口の風景試験当日の東大本郷キャンパス入口の風景

歯科大学受験背景・歯科人生のスタート歯科大学受験背景・歯科人生のスタート
さまざまな経緯から歯科医師を選んださまざまな経緯から歯科医師を選んだ５５氏から学ぶ氏から学ぶ

か
ら
借
金
の
返
済
で
す
。
で

も
、
私
は
歯
科
診
療
が
楽
し
い

で
す
。
別
に
親
に
反
発
し
た
の

で
は
な
く
、
高
校
時
代
に
大
好

き
な
テ
ニ
ス
で
全
国
大
会
に
推

薦
さ
れ
る
結
果
を
残
し
た
た
め

筑
波
大
に
進
学
し
ま
し
た
。
両

親
も
、
よ
く
容
認
し
て
く
れ
た

思
い
ま
す
」
と
両
親
に
感
謝
。

「
今
は
、
地
区
歯
科
医
師
会
の

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
い

ま
す
」
と
語
る
。

　
ま
た
、
Ｄ
氏
は
「
国
試
不
合

格
」
と
い
う
辛
い
経
験
。
ま
さ

に
国
試
浪
人
を
経
て
晴
れ
て
合

格
し
、
念
願
の
歯
科
医
師
に
な

っ
た
人
物
だ
。「
周
囲
の
目
も

あ
り
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
会
う

の
も
控
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

恥
ず
か
し
さ
と
不
甲
斐
な
さ
も

あ
っ
た
が
、
歯
科
医
師
を
諦
め

る
わ
け
に
い
か
ず
、
本
当
に
落

ち
込
ん
だ
」「
新
卒
の
時
は
自

己
採
点
し
て
、
厳
し
い
か
も
し

れ
な
い
と
『
実
感
』。
甘
く
み

た
わ
け
で
は
な
い
が
油
断
が
あ

っ
た
の
か
も
。
受
験
生
に
言
い

た
い
。
油
断
禁
物
！
で
す
。
試

験
が
終
わ
る
ま
で
全
力
で
」
と

警
笛
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

　
最
後
の
Ｅ
氏
の
母
校
は
、
国

試
合
格
率
は
芳
し
く
な
か
っ
た

が
、「
国
試
の
自
己
採
点
は
そ

れ
な
り
の
正
解
率
だ
っ
た
の
で

必
ず
合
格
す
る
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
後
日
、
大
学
か
ら
は
、

『
君
は
、
本
学
の
国
試
合
格
者

全
員
の
中
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

正
解
率
だ
っ
た
』
と
の
話
を
伺

い
ま
し
た
」
と
語
っ
た
。

　
以
上
の
５
氏
は
、
今
も
自
ら

選
択
し
た
「
歯
科
人
生
」
を
着

実
に
歩
ん
で
い
る
。
特
に
歯
科

大
学
で
は
、
一
生
の
友
人
・
恩

人
と
な
る
よ
う
な
人
と
の
縁
や

出
会
い
が
あ
り
、
歯
科
人
生
の

「
ス
タ
ー
ト
の
場
」
で
も
あ
る

よ
う
だ
。



（表）「介護サービス計画書の様式及び課題分析標準項目の
提示についての一部改正について」（2023年10月16日）

新 旧

 課題分析（アセスメント）に関する項目  課題分析（アセスメント）に関する
 項目

№ 標準項目名 項目の主な内容(例） № 標準項目名 項目の主な内容(例）

18 口腔内の  状況

歯の状態（歯の本数、欠損している
歯の有無等）、義歯の状況（義歯の
有無、汚れ・破損の有無等）、かみ
合わせの状態、口腔内の状態（歯
の汚れ、舌苔・口臭の有無、口腔
乾燥の程度、腫れ・出血の有無等）
口腔ケアの状況に関する項目

18 口腔衛生

歯・口腔内の状態や口
腔衛生に関する項目

19 食事摂取の状況

食事摂取の状況（食形態、食事回
数、食事の内容、食事量、栄養状
態、水分量、食事の準備をする人
等）、摂食嚥下機能の状態、必要な
食事の量（栄養、水分量等）、食事
制限の有無に関する項目

19 食事摂取

食事摂取（栄養、食
事回数、水分量等）
に関する項目

医療経済学的なものの見方から医療経済学的なものの見方から
          歯科医療を経済から見てみる／第 ５ 回 （完）

尾﨑 哲則  （おざき・てつのり）
　　日本歯科医療管理学会 理事長
　　日本大学 客員教授

プロフィール 1983年日本大学歯

学部卒業。 1987年同大学大学院歯学
研究科修了。 1998年日本大学歯学部
助教授。 2002年日本大学歯学部医療
人間科学分野教授、 日本大学歯学部附
属歯科衛生専門学校校長、 日本歯科医
療管理学会常任理事。 2008年日本歯
科医療管理学会副会長、 2019年日本
歯科医療管理学会理事長。 ほかに、 日
本公衆衛生学会理事、 日本産業衛生学
会生涯教育委員会委員長、 社会歯科学
会副理事長などを歴任。

医
療
経
済
評
価
の
手
法
は
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
費
用
便

益
分
析
が
良
く
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
手
法
は
、
得
ら
れ
た

便
益
を
す
べ
て
金
銭
価
値
に
換

算
し
て
、
治
療
も
し
く
は
予
防

に
か
か
っ
た
費
用
と
比
較
す
る

方
法
で
す
。
得
ら
れ
た
効
果
を

そ
の
方
法
を
使
用
し
な
か
っ
た

時
に
要
す
る
費
用
や
死
亡
・
障

害
な
ど
と
い
っ
た
結
果
に
着
目

し
、
金
銭
価
値
に
換
算
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
異
業
種
間
の

比
較
検
討
が
可
能
で
あ
り
、
一

般
に
マ
ク
ロ
な
事
業
を
対
象
と

す
る
こ
と
が
多
く
、「
フ
ッ
化

物
を
応
用
し
た
う
蝕
予
防
の
効

果
」
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
測
定
さ
れ
た
便
益
が
費
用

を
上
回
れ
ば
、
分
析
の
対
象
と

な
る
治
療
も
し
く
は
予
防
法
は

有
益
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

医
療
の
効
果
を
金
銭
換
算
す
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
に
し
か
使

え
ま
せ
ん
。

費
用
便
益
分
析
に
つ
い
て
見

て
行
き
ま
す
。
具
体
的
な
例
と

し
て
は
、「
学
校
に
お
け
る
フ

ッ
化
物
洗
口
の
効
果
を
評

価
」
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で

は
、
毎
年
の
定
期
歯
科
検
診
の

結
果
か
ら
「
Ｄ
Ｍ
Ｆ
歯
数
」
の

減
少
か
ら
有
用
だ
と
判
断
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
た

に
学
校
現
場
に
「
別
途
投
資
」

す
る
価
値
が
あ
る
の
か
に
つ
い

て
は
、
結
果
を
出
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
、
今
ま
で
は
歯
科
検
診

か
ら
の
推
定
で
し
た
が
、
今
後

は
電
子
化
さ
れ
た
レ
セ
プ
ト
を

用
い
、
実
際
の
歯
科
医
療
費
の

動
向
を
確
認
す
る
こ
と
も
可
能

と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
て
、
今
ま
で
は
、
学
校
保

 表  費用便益の考え方
1人当たり６年分で算定した場合

費用（コスト） 便益（ベネフィット）

フッ化物洗口剤 200円×６ う蝕減少による
想定医療費減少額 5,000円×0.4

諸雑費 20円×６

小計（Ⓐ） 1,320円 小計（Ⓑ） 2,000円

  ◎損益差額（Ⓑ－Ⓐ）＝ 680円

健
と
公
的
医
療
保
険
制
度
は
別

物
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
後
、
地

域
保
健
医
療
を
一
体
化
し
て
進

め
る
に
あ
た
り
、
区
市
町
村
は

縦
割
り
的
な
行
政
を
効
率
的
に

運
用
す
る
た
め
、
よ
り
効
率
的

に
予
算
を
割
り
振
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
学
校
保
健
で
指

摘
さ
れ
た
疾
患
で
あ
っ
て

も
、
治
療
費
は
公
的
医
療
保
険

制
度
で
支
払
わ
れ
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
当
然
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
特
別
区
（
23
区
）

で
は
、
各
区
の
方
針
で
原
則
、

高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
を
無
償

化
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
こ

と
も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

一
方
、
歯
科
へ
の
患
者
が
減

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
。
現
在
ま
で
の
フ
ッ
化
物
の

応
用
状
況
と
都
道
府
県
別
の
歯

科
医
療
費
の
分
析
で
は
、
明
ら

か
な
差
が
出
る
ほ
ど
に
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
こ
こ

で
重
要
な
の
は
、
歯

の
形
態
的
欠
損
や
喪

失
を
防
ぐ
こ
と
に
よ

っ
て
、
次
に
求
め
ら

れ
る
の
が
機
能
回
復
で
す
。
す

な
わ
ち
、
形
態
的
修
復
か
ら
機

能
回
復
へ
の
「
歯
科
医
療
の
転

換
」
が
、
間
近
に
迫
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
に
、

「
新
し
い
病
名
」
と
「
新
技

術
」
が
提
案
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
保
険
診
療
も
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

◆
エ
ピ
ロ
ー
グ

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
５
回

の
連
載
に
つ
い
て
、
お
読
み
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。「
医
療
経
済
」
は
、
大

き
な
意
味
で
は
公
衆
衛
生
分
野

に
含
ま
れ
ま
す
が
、
中
区
分
で

は
「
医
療
管
理
学
」
領
域
に
な

り
ま
す
。
医
科
で
は
、
医
療
経

済
学
と
い
う
専
門
分
野
が
あ
り

ま
す
が
、
か
な
り
経
済
学
的
な

知
識
が
な
い
と
難
し
い
分
野
で

す
。
歯
科
領
域
を
中
心
に
ご
興

味
の
あ
る
方
は
、
こ
れ
を
機
に

「
歯
科
医
療
管
理
学
」
を
少
し

覗
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

＜シミュレーションの事例です＞
　ある地区の洗口開始時の12歳児（中学１年生）の
ＤＭＦ指数が1.2で、開始 6 年後の12歳児のDMF指
数が0.6であったとします。この間にＤＭＦ歯数は一人
当たり0.6歯減少したことになります。他の要因によ
る減少、および歯科受療率を考えて、一人当たり0.4
歯の新規の治療がなされたとします（実際には２次
う蝕も減りますが、今回は考慮しないで進めます）。
う歯１歯当りの治療費用が5,000円と想定した場合、
2,000円分治療費が減少します。一方、フッ化物洗口
剤費（週 1回法）は年200円で、その他の経費（人件
費を除く）を含めても220円程度です。6 年分で1,320
円となります。したがって、差額は680円のプラスに
なり、この場合は有用だと評価します（下記表参照）。

　
「
歯
科
医
療
を
経
済
か
ら
見
て
み
る
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
の
連
載
で
お
話
を
進
め
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

経
済
資
料
や
経
済
学
的
観
点
か
ら
歯
科
医
療
を
考
え
て

い
き
ま
す
。
今
回
は
、
経
済
学
的
な
視
点
か
ら
歯
科
保

健
政
策
を
見
て
い
き
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
老
健
局
は
２
０
２
３
年
10
月
16

日
、
認
知
症
施
策
・
地
域
介
護
推
進
課
長
名
に

よ
り
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
の
項
目
変
更
に
関

す
る
「『
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
の
様
式
及
び

課
題
分
析
標
準
項
目
の
提
示
に
つ
い
て
』
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
」
を
通
知
し
た
。

　
改
正
前
と
比
べ
る
と
、「
項
目
の
主
な
内
容

（
例
）」
が
大
幅
に
加
筆
さ
れ
て
い
る
（
下
記

表
参
照
）。

　

◆
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
の

    

口
腔
内
状
況
確
認
に
は
ご
留
意
を

　
疑
義
解
釈
と
し
て
、「
こ
れ
ら
の
内
容
に
つ

い
て
す
べ
て
の
情
報
収
集
を
行
う
こ
と
を
求
め

る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
は
い
る
が
、
も
し

口
腔
内
の
状
況
に
つ
い
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

（
介
護
支
援
専
門
員
）
か
ら
確
認
が
あ
っ
た
際

に
は
、
十
分
ご
留
意
い
た
だ
き
た
い
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
の
項
目
が
変
更
に

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
の
項
目
が
変
更
に

　
　

  

厚
生
労
働
省
が
関
連
通
知
で
新
旧
表
記
内
容
を
対
比

新規指導通知が来る前に

新規開業医講習会を開催新規開業医講習会を開催

　
協
会
は
２
０
２
３
年
度
最
後

と
な
る
新
規
開
業
医
講
習
会
を

１
月
14
日
に
開
催
し
、
30
名
が

参
加
し
た
。

　
参
加
者
の
中
に
は
、
新
規
個

別
指
導
に
備
え
る
た
め
、
自
院

の
勤
務
医
と
と
も
に
参
加
す
る

会
員
の
ほ
か
、
医
院
継
承
を
予

定
し
て
い
る
会
員
の
姿
も
見
ら

れ
た
。

　
講
習
会
で
は
、
指
導
時
の
持

参
物
や
指
摘
事
項
を
基
に
、
保

険
医
に
求
め
ら
れ
る
カ
ル
テ
記

載
や
保
険
ル
ー
ル
な
ど
を
解
説

し
た
。

　
特
に
、
カ
ル
テ
記
載
に
つ
い

て
は
、
指
導
時
に
「
症
状
、
所

見
、
指
導
内
容
の
記
載
が
不
十

分
」
と
い
う
指
摘
が
多
い
こ
と

か
ら
、
講
師
団
か
ら
大
事
な
ポ

イ
ン
ト
の
説
明
が
繰
り
返
し
行

わ
れ
た
。

　
説
明
終
了
後
の
質
疑
応
答
で

は
、
参
加
者
か
ら
指
導
時
に
持

参
す
る
歯
管
や
実
地
指
な
ど
の

患
者
提
供
文
書
の
記
載
、
歯
周

治
療
と
補
綴
治
療
の
流
れ
、
自

費
へ
の
移
行
な
ど
、
多
数
の
具

体
的
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
講

師
団
が
１
問
ず
つ
丁
寧
に
回
答

し
た
。

▼
次
回
は
７
月
頃
に
開
催

ぜ
ひ
、
ご
参
加
を

　
新
規
指
導
の
通
知
が
届
い
て

も
冷
静
に
対
処
で
き
る
よ
う
、

保
険
診
療
の
ル
ー
ル
な
ど
の
知

識
が
深
め
ら
れ
る
本
講
習
会
。

次
回
開
催
は
、
診
療
報
酬
改
定

後
の
７
月
以
降
を
予
定
し
て
い

る
。
今
後
、
指
導
を
控
え
て
い

る
会
員
、
保
険
診
療
に
つ
い
て

改
め
て
学
び
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
た
い
会
員
は
、
ぜ
ひ
受
講
す

る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
対
策
含
む
有
病
者
治
療

Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
対
策
含
む
有
病
者
治
療

　
　
　

第
３
回
学
術
研
究
会
で
柴
原
孝
彦
氏

２
０
２
３
年
12
月
21
日
、
第

３
回
学
術
研
究
会
を
協
会
会
議

室
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
開
催
。
合

わ
せ
て
192
人
が
参
加
し
た
。「
有

病
者
に
や
っ
て
い
い
治
療
、
だ

め
な
治
療
―
新
し
い
Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｎ

Ｊ
対
策
も
含
め
て
―
」
を
テ
ー

マ
に
、
講
師
に
柴
原
孝
彦
氏

（
東
京
歯
科
大
学
名
誉
教
授
・

客
員
教
授
、
同
大
千
葉
歯
科
医

療
セ
ン
タ
ー
長
補
佐
／
写
真
）

を
招
い
た
。

　
講
演
で
は
、
超
高
齢
社
会
を

迎
え
た
日
本
で
、
基
礎
疾
患
を

有
す
る
患
者
の
割
合
が
増
加
し

て
お
り
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者

は
平
均
で
６
・
４
種
類
の
内
服

が
あ
る
こ
と
、
心
房
細
動
の
有

病
者
は
80
歳
以
上
の
男
性
で
10

％
以
上
お
り
、
そ
の
う
ち
40
％

は
自
覚
症
状
が
な
い
患
者
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
柴
原

氏
は
、
有
病
者
が
増
え
る
中
で

歯
科
治
療
を
行
う
に
あ
た

り
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
―

や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
が
重
要

と
指
摘
し
た
。
講
演
後
半
で

は
、
Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
（
薬
剤
関
連

顎
骨
壊
死
）
の
日
本
ポ
ジ
シ
ョ

ン
ペ
ー
パ
ー
２
０
２
３
が
発
表

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
呼
称

の
変
更
や
予
防
的
休
薬
は
推
奨

し
な
い
な
ど
、
改
定
内
容
を
解

説
し
た
。
Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
を
発
症

し
た
が
ん
患
者
の
50
％
の
発
症

原
因
は
炎
症
性
歯
科
疾
患
が
あ

る
こ
と
や
、
抜
歯
は
発
症
原
因

で
は
な
く
Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
を
顕
在

化
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

な
ど
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー

の
作
成
に
携
わ
っ
た
講
師
な
ら

で
は
の
話
題
も
提
供
さ
れ
、
好

評
を
得
て
研
究
会
を
終
え
た
。

保険診療のルールから指導までを学ぶ保険診療のルールから指導までを学ぶ

（ 1 1） 第６４７号 ２０２４年（令和６年）２月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918



２
０
２
３
年
11
月
19
日
、
保

団
連
女
性
医
師
・
歯
科
医
師
学

習
交
流
会
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
し
ま

し
た
。
参
加
人
数
は
現
地
を
含

め
40
名
ほ
ど
で
し
ょ
う
か
。
講

演
会
と
交
流
会
に
分
か
れ
て
お

り
、
活
動
報
告
が
メ
イ
ン
で
し

た
。
各
協
会
と
も
女
性
部
と
し

て
の
活
動
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

女
性
と
い
え
ば
、
私
は
中
高

と
女
子
校
出
身
で
す
。
小
学
校

と
大
学
は
共
学
で
し
た
が
、
今

現
在
も
自
分
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
は

女
性
ス
タ
ッ
フ
の
み
、
女
性
ば

か
り
の
中
で
生
活
し
て
い
ま

す
。
50
年
の
人
生
で
、
女
性
が

多
い
環
境
に
あ
る
の
は
14
年
目

ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

た
だ
、
社
会
に
出
れ
ば
、
業

者
さ
ん
も
東
京
歯
科
保
険
医
協

会
も
役
所
も
、
ど
こ
も
か
し
こ

も
男
性
の
ほ
う
が
多
い
印
象
を

受
け
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
役
所

と
い
う
と
、
私
の
過
去
の
経
験

‟離婚した” 姓でわかる日本
～煩雑な手続きに思う～

阿部  菜穂
（理事／江東区）

～煩雑な手続きに思う～

古
田
古
田 

裕
司
さ
ん（
元
協
会
会
員
）

裕
司
さ
ん（
元
協
会
会
員
）
ー
前
編

ー
前
編

退
き
際
の
思
考

退
き
際
の
思
考 

歯
科
医
師
を
や
め
る

歯
科
医
師
を
や
め
る

自
作
の〝
閉
院
計
画
〟

自
作
の〝
閉
院
計
画
〟

「
前
倒
し
重
ね
た
」
引
退
決
意
後
の
変
化

「
前
倒
し
重
ね
た
」
引
退
決
意
後
の
変
化

―
引
退
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
考
え

て
い
ま
し
た
か
。

私
が
大
学
を
卒
業
す
る
頃

は
、「
人
口
２
千
人
に
対
し
て

歯
科
医
師
１
人
」
と
い
う
当
時

の
厚
生
省
の
政
策
目
標
が
達
成

さ
れ
、
歯
科
医
師
が
多
く
な
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
た
時
代
で
し

た
。
そ
の
後
、
勤
務
医
と
し
て

４
年
間
勤
め
、
28
歳
で
開
業
し

ま
し
た
。
同
級
生
の
中
に
は
法

人
化
し
て
医
院
を
拡
大
し
た
人

も
い
ま
す
が
、
歯
科
医
師
数
が

過
剰
に
な
る
と
予
想
し
た
私
は

当
初
か
ら
医
院
を
大
き
く
す
る

こ
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
開
業

直
後
か
ら
60
歳
で
一
線
を
退
く

こ
と
を
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
に
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
ま
し
た
。

―
最
終
的
に
引
退
を
決
断
し
た

き
っ
か
け
は
。

58
歳
の
時
、
診
療
中
に
体
調

を
崩
し
、
救
急
車
を
呼
ん
だ
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
診
療
外
で

も
何
度
か
同
じ
よ
う
な
こ
と
が

あ
り
、
60
歳
頃
に
歯
科
医
師
を

辞
め
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

―
医
院
の
承
継
な
ど
は
考
え
ま

し
た
か
。

２
歳
年
下
の
妻
も
歯
科
医
師

で
、
２
人
で
医
院
経
営
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
歯
科
医
師
が
増

え
る
こ
と
を
予
想
し
て
、
次
の

世
代
に
医
院
を
譲
る
こ
と
は
や

め
て
お
こ
う
と
決
め
て
い

て
、
結
果
的
に
娘
は
獣
医
師
に

な
り
ま
し
た
。
妻
が
一
人
で
続

け
る
選
択
肢
も
あ
り
ま
し

た
。
で
も
そ
の
頃
、
い
つ
も
妻

が
診
て
い
る
患
者
さ
ん
を
僕
が

診
た
時
に
う
蝕
を
見
つ
け
て
、

「
妻
の
目
も
見
え
づ
ら
く
な
っ

て
い
る
か
も
」
と
気
が
付
い
た

ん
で
す
。
妻
も
老
眼
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ

と
も
あ
り
、
一
緒
に
歯
科
医
師

を
辞
め
る
決
断
を
し
ま
し
た
。

閉
院
の
準
備

閉
院
の
準
備

治
療
方
針
に
も
変
化
が

治
療
方
針
に
も
変
化
が

―
閉
院
の
準
備
は
い
つ
頃
か
ら
。

本
格
的
な
準
備
は
、
２
０
２

０
年
の
は
じ
め
頃
、
59
歳
の
時

で
す
。
当
初
は
、
１
年
後
の
２

０
２
１
年
３
月
31
日
で
閉
院
し

よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
辞
め
る
と
決
心
す
る
と
不

思
議
と
仕
事
に
身
が
入
ら
な
い

ん
で
す
。
歯
科
医
師
の
仕
事
は

と
て
も
神
経
を
使
う
の
で
、
気

持
ち
が
続
か
な
い
と
で
き
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
今
度
は
20
年

７
月
の
60
歳
の
誕
生
日
で
辞
め

よ
う
と
時
期
を
早
め
ま
し
た

が
、
さ
ら
に
前
倒
し
を
重
ね
、

結
果
的
に
20
年
３
月
に
閉
院
し

ま
し
た
。

―
結
果
的
に
約
1
年
の
前
倒

し
。
決
心
し
て
か
ら
す
ぐ
の
閉

院
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

と
は
い
え
、
若
い
頃
か
ら
い

つ
か
は
閉
院
す
る
で
あ
ろ
う
こ

と
が
頭
に
あ
っ
た
の
で
、
15
年

頃
か
ら
10
年
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作

成
し
て
、
閉
院
計
画
を
立
て
て

い
ま
し
た
。
引
退
に
向
け
「
残

り
〇
カ
月
」
と
記
し
て
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
ま
し
た
し
、
学
校
歯

科
医
を
辞
め
る
な
ど
、
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
計
画

的
に
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
長

期
的
な
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必

要
と
な
る
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療

な
ど
も
扱
う
こ
と
を
止
め
る
な

ど
、
治
療
方
針
に
も
変
化
が
あ

り
ま
し
た
ね
。

―
患
者
さ
ん
に
は
ど
の
よ
う
に

説
明
し
ま
し
た
か
。

辞
め
る
と
決
め
て
か
ら
は
、

す
ぐ
に
患
者
さ
ん
に
打
ち
明
け

は
じ
め
ま
し
た
。
年
配
の
患
者

さ
ん
か
ら
「
続
け
て
も
ら
わ
な

い
と
困
る
」
と
、
お
叱
り
を
受

け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
生

活
圏
が
定
ま
っ
て
い
る
方
に
と

っ
て
は
仕
方
が
な
い
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
自

分
の
病
気
の
こ
と
な
ど
も
踏
ま

え
、
ス
パ
ッ
と
辞
め
る
こ
と
が

一
番
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
若
い
患
者
さ
ん
か
ら
は
す

ん
な
り
と
受
け
入
れ
ら
れ
、
他

院
の
先
生
を
紹
介
す
る
形
を
取

り
ま
し
た
。
あ
ま
り
大
事
に
し

た
く
な
い
と
い
う
こ
と
を
念
頭

に
、
手
紙
を
含
め
、
計
20
〜
30

人
に
閉
院
を
伝
え
た
で
し
ょ
う

か
。
閉
院
後
も
し
ば
ら
く
電
話

が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
が
、
看

板
を
下
ろ
し
て
、
軒
先
の
診
療

案
内
も
テ
ー
プ
で
目
隠
し
す
る

と
、
途
端
に
連
絡
が
減
り
ま
し

た
。
張
り
紙
で
お
知
ら
せ
す
る

と
、「
ま
た
再
開
す
る
の
で
は
」

と
勘
違
い
さ
れ
て
し
ま
う
の

で
、
多
少
費
用
は
か
か
り
ま
す

が
、
看
板
を
下
ろ
す
の
が
良
い

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
商
店

街
で
患
者
さ
ん
に
会
う
と
、

「
ど
う
し
て
辞
め
た
の
」
と
聞

か
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
ね
。

―
そ
の
後
、
診
療
に
従
事
さ
れ

る
こ
と
は
。

後
輩
が
病
気
を
患
い
、
２
カ

月
ほ
ど
医
院
を
手
伝
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
後
輩
が
亡
く
な

っ
て
し
ま
い
、
医
院
承
継
を
打

診
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

の
自
由
な
人
生
を
送
る
た
め
に

も
、
歯
科
医
師
と
し
て
の
第
一

線
を
退
い
た
の
で
、
お
断
り
し

ま
し
た
。

―
閉
院
後
の
医
院
を
貸
し
出
す

こ
と
な
ど
は
考
え
ま
し
た
か
。

内
装
は
か
な
り
黒
ず
み
、
ボ

ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
き
て
剥
が
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
医
院
を
続
け
る
に
は
一
新

し
な
い
と
い
け
な
い
状
況
で

す
。
開
業
14
年
目
に
ユ
ニ
ッ
ト

２
台
と
、
内
装
を
新
し
く
し
ま

し
た
が
、
診
療
を
す
る
な
ら

１
千
万
円
以
上
の
改
装
費
用

が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
今

の
基
準
を
ク
リ
ア
し
な
い
と

い
け
な
い
の
で
、
賃
貸
は
考

え
ま
せ
ん
で
し
た
。（つ

づ
く
）

　
次
回
は
「
最
も
大
切
」
と

い
う
引
退
後
の
資
金
面
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

閉院計画カレンダー閉院計画カレンダー
「2021年「2021年３３月31日 close」当初の閉院予定が記されていたが―月31日 close」当初の閉院予定が記されていたが―

「古田歯科医院」― 看板を下ろすと、問い合わせが減った「古田歯科医院」― 看板を下ろすと、問い合わせが減った

歯
科
医
師
と
し
て
の
〝
引
退
〞
に
着
目
し
た
本
企
画
。
す
で

に
歯
科
医
療
の
第
一
線
を
退
い
た
先
生
や
、
引
退
を
考
え
て
い

る
先
生
に
お
話
を
伺
い
、
引
退
を
決
意
し
た
理
由
や
、
医
院
承

継
の
苦
労
、
現
在
の
生
活
な
ど
を
深
堀
り
す
る
。

今
回
は
、
開
業
か
ら
約
30
年
、
還
暦
を
迎
え
る
直
前
に
閉
院

を
決
め
た
古
田
裕
司
さ
ん
（
63
歳
）
の
前
編
。〝
周
囲
よ
り
も

早
か
っ
た
〞
と
い
う
引
退
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
独
自
の
〝
閉
院
計

画
〞
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会（
保

団
連
）
は
1
月
27
、
28
日
の
2

日
間
、
都
内
で
第
51
回
定
期
大

会
を
開
催
し
、
全
国
の
協
会
・

医
会
か
ら
大
会
代
表
ら
が
会
場

と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
合
わ
せ
353
人
参
加

し
た
。
議
事
で
は
２
０
２
４
〜

２
０
２
５
年
度
活
動
方
針
案
や

予
算
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
承

認
さ
れ
た
。

１
日
目
に
は
次
期
保
団
連
役

員
を
選
任
、
新
た
な
会
長
に
竹

田
智
雄
氏
（
岐
阜
県
開
業
／
64

歳
）
が
新
任
さ
れ
た
ほ
か
、
2

日
目
に
は
当
協
会
理
事
の
森
元

主
税
氏
が
、
保
団
連
副
会
長
に

再
任
さ
れ
た
。

本
大
会
に
は
、
発
言
通
告
147

本
、
フ
ロ
ア
発
言
73
本
の
、
合

計
220
本
が
寄
せ
ら
れ
た
。
当
協

会
か
ら
参
加
し
た
大
会
代
表
で

あ
る
坪
田
有
史
会
長
は
「
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
モ
バ
イ
ル

端
末
の
問
題
点
と
今
後
の
運
動

の
展
開
」
を
テ
ー
マ
に
口
頭
発

言
。
オ
ン
資
の
モ
バ
イ
ル
端
末

が
医
療
機
関

に
強
制
的
に

押
し
付
け
ら

れ
て
い
る
と

強
調
。
保
団

連
な
ら
び
に

全
国
の
協
会

・
医
会
に
、

　
　
　
　
　
　   

保
団
連
が
第
51
回
定
期
大
会
を
開
催

 
年
間
会
員
増
な
ど

年
間
会
員
増
な
ど
２２
部
門
で
全
国

部
門
で
全
国
１１
位位

協
会
史
上
初
の
快
挙

こ
の
問
題
の
検
討
と
導
入
の
強

制
を
阻
止
す
る
た
め
の
運
動
の

展
開
を
求
め
た
。
モ
バ
イ
ル
端

末
な
ど
オ
ン
資
の
導
入
義
務
化

に
関
わ
る
諸
問
題
に
対
し
、
執

行
部
か
ら
は
「
目
的
と
手
段
が

逆
転
し
て
お
り
、
誤
っ
た
医
療

Ｄ
Ｘ
で
あ
る
」
と
批
判
。「
ま
ず

は
国
が
進
め
る
強
権
的
な
医
療

Ｄ
Ｘ
に
対
し
抗
議
を
強
め
て
い

く
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
歯
科
医
師
数
減

少
に
関
わ
る
問
題
や
健
康
保
険

証
を
廃
止
し
て
ま
で
推
し
進
め

て
い
る
マ
イ
ナ
保
険
証
の
問

題
、
当
協
会
で
も
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
歯
科
技
工
士
問
題

な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。

年
間
会
員
増
加
数
・
組
織
率

上
昇
の
２
部
門
で
１
位
に

そ
の
ほ
か
、
加
盟
団
体
表
彰

で
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

夫
婦
別
姓
に
つ
い
て
で
す
。
例

え
ば
、
日
本
に
選
択
的
夫
婦
別

姓
が
導
入
さ
れ
な
い
の
は
ど
う

し
て
で
し
ょ
う
か
。

完
全
に
ワ
タ
ク
シ
ゴ
ト
で
す

が
、
私
に
と
っ
て
婚
姻
、
離
婚

に
伴
う
役
所
で
の
手
続
き

は
、
す
ご
く
面
倒
で
し
た
。
憲

法
や
法
律
の
こ
と
、
お
家
柄
や

都
市
部
と
地
方
と
の
地
域
差
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
し
て
元

の
姓
を
残
せ
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
歯
科
医
師
免
許
、
保
険
医

登
録
票
、
運
転
免
許
証
、
国
民

健
康
保
険
証
…
結
婚
し
た

時
、
離
婚
し
た
時
の
２
度
も
お

金
と
時
間
を
か
け
て
順
番
に
変

更
し
て
い
き
ま
し
た
。
苗
字
の

変
化
を
見
れ
ば
、
離
婚
し
た
こ

と
も
想
像
が
付
く
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
非
常
に
疲
れ

て
し
ま
い
、
恥
さ
ら
し
的
な
感

覚
に
さ
え
陥
り
、「
ど
ち
ら
が

偉
く
て
ど
ち
ら
が
ダ
メ
か
」、

そ
ん
な
こ
と
ま
で
言
わ
れ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

お
国
の
人
も
、
一
度
自
分
が

手
続
き
す
る
側
の
立
場
に
な
る

と
想
定
し
て
み
た
ら
良
い
の
に

な
、
と
思
い
ま
す
。
私
が
生
き

て
い
る
う
ち
に
、
選
択
肢
の
一

つ
に
な
る
と
嬉
し
い
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保

険
証
代
わ
り
に
し
よ
う
と
躍
起

に
な
る
よ
り
、
夫
婦
別
姓
を
認

め
て
く
れ
た
方
が
助
か
る
国
民

が
多
い
の
に
、
と
思
う
今
日
こ

の
頃
で
し
た
。

が
行
わ
れ
、
当
協
会
は
「
年
間

会
員
増
加
数
」
と
都
内
の
歯
科

医
療
機
関
数
と
入
会
者
数
の
割

合
で
計
算
す
る
「
年
間
組
織
率

上
昇
」
の
２
部
門
で
1
位
と
な

り
、
住
江
憲
勇
会
長
か
ら
表
彰

を
受
け
た
。
２
部
門
で
の
１
位

表
彰
は
、
当
協
会
史
上
初
め
て

の
こ
と
。

会
員
数
が
増
加
し
た
主
な
理

由
は
、「
施
設
基
準
の
講
習
会

へ
参
加
し
た
い
」
や
「
新
規
個

別
指
導
の
相
談
窓
口
が
必

要
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
全

国
的
に
見
れ
ば
会
員
数
は
減
少

し
て
お
り
、
当
協
会
で
も
高
齢

・
閉
院
な
ど
を
理
由
と
す
る
退

会
者
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

未
入
会
の
方
の
ご
紹
介
を

当
協
会
は
、
今
ま
で
以
上
に

会
員
の
先
生
方
の
置
か
れ
て
い

る
状
況
を
把
握
し
、
歯
科
医
院

の
経
営
や
保
険
診
療
の
改
善
に

向
け
た
活
動
を
強
め
て
行
く
の

で
、
お
知
り
合
い
で
未
入
会
の

先
生
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
ぜ
ひ

ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
。

協会は年間会員増加数と年間
組織率上昇で全国１位。表彰状
を受け取る当協会の坪田有史
会長（写真左）

（ 1 2）第６４７号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２４年（令和６年）２月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

1960年、埼玉県本庄市生まれ。1985年、日本大
学歯学部卒業。勤務医を経て1989年に練馬区
向山の自宅にて古田歯科医院開設、同時に東京
歯科保険医協会に入会。2020年、還暦を迎える
年に体調不良で閉院。以後、開設時から加入した
保険医年金等で年金生活を送る。
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